
的に向かって放水する選手的に向かって放水する選手
　　　　　　～消防団員訓練大会（小型ポンプ操法）に出場する消防団員（大月第一中学校）～　　　　　　～消防団員訓練大会（小型ポンプ操法）に出場する消防団員（大月第一中学校）～

  あなたにも  あなたにも

 大きな 大きなツキツキがが

ありますように！ありますように！
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「自分の
安全は自

分で守る
」

「自分の
安全は自

分で守る
」

想
定
外
を
想
定
し
て
・
・
・

想
定
外
を
想
定
し
て
・
・
・

特 集

「
災
害
へ
の
備
え
」

「
災
害
へ
の
備
え
」

「自分た
ちのまち

は自分た
ちで守る

」

　

平
成
７
年
の
阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
、
家
屋
の
倒
壊
な
ど
に
よ
る
生
き
埋

め
や
閉
じ
込
め
ら
れ
た
方
の
う
ち
、消
防
な
ど
の
公
的
機
関
の
救
助
（
公
助
）

に
よ
る
も
の
は
わ
ず
か
で
、
多
く
は
、
自
力
ま
た
は
家
族
や
隣
人
な
ど
の
地

域
住
民
に
よ
っ
て
救
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

被
災
地
域
で
は
、
発
災
直
後

か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
所
で
火
災

等
が
同
時
発
生
し
、
全
て
の
災

害
現
場
に
消
防
が
駆
け
つ
け
る

こ
と
は
不
可
能
な
状
態
と
な
り

ま
す
。
災
害
発
生
直
後
は
、
公

的
機
関
に
よ
る
被
災
者
支
援
等

の
緊
急
対
応
（
公
助
）
に
は
限

界
が
あ
り
ま
す
。 

　

ま
た
、
被
害
を
最
小
限
に
抑

え
る
た
め
に
は
、
発
災
後
、
早

い
段
階
で
の
救
助
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

― 

自
助
・
共
助
の
重
要
性 

―

～災害に遭遇した時の実際の救出状況～

自助自助

公助

共助共助

その他
（救助隊に）

（友人、隣人、通行人に）（友人、隣人、通行人に）

（自力で、家族に）（自力で、家族に）

６６．８％６６．８％

０．９％０．９％

２８．１％２８．１％

１．７％１．７％

出典：（社）日本火災学会（兵庫県南部地震における火災に関する調査報告書）

2広報おおつき / ２０１２．０８



　

「
自
分
の
安
全
は
自
分
で
守
る
」
と

　

「
自
分
の
安
全
は
自
分
で
守
る
」
と

い
う
こ
と
が
、防
災
対
策
の
基
本
で
す
。

い
う
こ
と
が
、防
災
対
策
の
基
本
で
す
。  

　

自
分
で
、
自
分
自
身
や
家
族
・
財
産

　

自
分
で
、
自
分
自
身
や
家
族
・
財
産

を
守
る
こ
と
は
、
災
害
に
対
す
る
基
本

を
守
る
こ
と
は
、
災
害
に
対
す
る
基
本

的
な
行
動
で
あ
り
、
そ
の
行
動
を
自
助

的
な
行
動
で
あ
り
、
そ
の
行
動
を
自
助

（
じ
じ
ょ
）
と
呼
び
ま
す
。

（
じ
じ
ょ
）
と
呼
び
ま
す
。  

　

人
間
は
、
誰
し
も
実
際
に
災
害
に
あ

　

人
間
は
、
誰
し
も
実
際
に
災
害
に
あ

う
ま
で
、
被
害
者
に
な
る
と
は
思
っ
て

う
ま
で
、
被
害
者
に
な
る
と
は
思
っ
て

い
ま
せ
ん
。

い
ま
せ
ん
。  

　

ま
た
、
自
分
に
都
合
よ
く
物
事
を
考

　

ま
た
、
自
分
に
都
合
よ
く
物
事
を
考

え
、
自
分
が
被
災
す
る
こ
と
は
除
外
し

え
、
自
分
が
被
災
す
る
こ
と
は
除
外
し

た
り
、
自
分
の
命
は
助
か
る
こ
と
を
前

た
り
、
自
分
の
命
は
助
か
る
こ
と
を
前

提
に
考
え
た
り
し
ま
す
。
し
か
し
、
災

提
に
考
え
た
り
し
ま
す
。
し
か
し
、
災

害
は
そ
ん
な
に
都
合
よ
く
運
ぶ
訳
で
は

害
は
そ
ん
な
に
都
合
よ
く
運
ぶ
訳
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

あ
り
ま
せ
ん
。

　

各
家
庭
で
、
備
蓄
や
非
常
持
ち
出
し

　

各
家
庭
で
、
備
蓄
や
非
常
持
ち
出
し

品
な
ど
の
備
え
を
考
え
て
み
ま
し
ょ

品
な
ど
の
備
え
を
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。
う
。

各家庭での備え（備蓄と非常持出品）

　

阪
神
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
震
度
７

の
地
域
で
は
、
住
宅
の
全
半
壊
を
ま
ぬ

が
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
全
体
の
約
６

割
の
部
屋
で
家
具
が
転
倒
し
、
部
屋
全

体
に
散
乱
し
た
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ

り
、
内
部
被
害
に
よ
る
ケ
ガ
の
原
因
は

下
図
の
と
お
り
、
家
具
等
の
転
倒
落
下

が
46
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
も
、た
だ
倒
れ
る
だ
け
で
な
く
、

食
器
棚
な
ど
は
扉
が
開
い
て
、
中
の
食

器
類
が
散
乱
し
、
ま
た
、
冷
蔵
庫
や
ピ

ア
ノ
は
移
動
し
て
し
ま
い
テ
レ
ビ
や
電

子
レ
ン
ジ
が
飛
ぶ
と
い
っ
た
、
日
常
で

は
考
え
ら
れ
な
い
現
象
も
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
建
物
が
無
事
で
も
家
具
が

転
倒
す
る
と
、
そ
の
下
敷
き
に
な
っ
て

ケ
ガ
を
し
た
り
、
室
内
が
散
乱
状
態
の

た
め
に
延
焼
火
災
か
ら
避
難
が
遅
れ
て

し
ま
う
な
ど
、
居
住
者
被
害
も
大
き
く

な
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か

ら
、
自
分
の
身
を
守
る

た
め
、
家
具
の
転
倒
防

止
対
策
を
し
っ
か
り
し

ま
し
ょ
う
。

 特集「防災」 

「
自
助
」
と
は
・
・
・

〜
内
部
被
害
に
よ
る
ケ
ガ
の
原
因
〜

家具等の家具等の
転倒落下転倒落下

不明

ガラスガラス

その他その他

４６．０％４６．０％

１８．０％１８．０％

２９．０％２９．０％

３．０％３．０％
家具の倒壊家具の倒壊
３．０％３．０％

家
具
の
転
倒
防
止
対
策
は
万
全
で
す
か
？

　
　
　

豆
情
報

　

耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
工
事
に

　

耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
工
事
に

対
す
る
補
助
制
度
を
ご
存
知
で
す

対
す
る
補
助
制
度
を
ご
存
知
で
す

か
。
か
。

　

本
市
で
は
、
耐
震
診
断
・
耐
震

　

本
市
で
は
、
耐
震
診
断
・
耐
震

改
修
工
事
を
応
援
し
ま
す
。
現
在

改
修
工
事
を
応
援
し
ま
す
。
現
在

お
住
ま
い
の
家
の
耐
震
性
を
よ
く

お
住
ま
い
の
家
の
耐
震
性
を
よ
く

知
り
、
地
震
等
に
よ
る
家
屋
の
倒

知
り
、
地
震
等
に
よ
る
家
屋
の
倒

壊
被
害
を
事
前
に
防
ぐ
た
め
に
、

壊
被
害
を
事
前
に
防
ぐ
た
め
に
、

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
市
建
設
課
ま
で
お

　

詳
し
く
は
、
市
建
設
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
問
合　

建
設
課　

施
設
営
繕
担
当

　

建
設
課　

施
設
営
繕
担
当

　
　
　
　
　
　
　

☎

　
　
　
　
　
　
　

☎
(20)(20)
１
８
５
３

１
８
５
３

出典：日本建築学会

（「阪神淡路大震災住宅内部被害調査報告書）

　

本
市
で
は
、「
自
助
」、「
共
助
」

の
観
点
か
ら
地
域
防
災
力
の
向
上
を

目
指
し
、
防
災
活
動
を
指
導
で
き
る

地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
習
会
を

10
月
下
旬
と
２
月
上
旬
に
予
定
し
て

い
ま
す
。
詳
細
は
、
追
っ
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

地域防災リーダー養成

講習会を実施します

出典：総務省消防庁
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 特集：防災  特集：防災 

  
普
段
か
ら
顔
を
合
わ
せ
て
い
る
地
域

普
段
か
ら
顔
を
合
わ
せ
て
い
る
地
域

や
近
隣
の
方
々
が
集
ま
っ
て
、
お
互
い

や
近
隣
の
方
々
が
集
ま
っ
て
、
お
互
い

に
協
力
し
合
い
な
が
ら
、
防
災
活
動

に
協
力
し
合
い
な
が
ら
、
防
災
活
動

に
組
織
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
共
助

に
組
織
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
共
助

（
き
ょ
う
じ
ょ
）
と
呼
び
ま
す
。

（
き
ょ
う
じ
ょ
）
と
呼
び
ま
す
。

　

特
に
、
地
域
で
協
力
し
合
う
体
制
や

　

特
に
、
地
域
で
協
力
し
合
う
体
制
や

活
動
（
共
助
）
は
、
自
主
防
災
会
が
担

活
動
（
共
助
）
は
、
自
主
防
災
会
が
担

う
べ
き
活
動
の
中
核
と
な
り
ま
す
。

う
べ
き
活
動
の
中
核
と
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
地
域
の
自
主
防
災
会
の
活

　

皆
さ
ん
の
地
域
の
自
主
防
災
会
の
活

動
や
話
し
合
い
な
ど
に
、
積
極
的
に
参

動
や
話
し
合
い
な
ど
に
、
積
極
的
に
参

加
し
、「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た

加
し
、「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た

ち
で
守
る
」
取
り
組
み
に
参
加
し
ま

ち
で
守
る
」
取
り
組
み
に
参
加
し
ま

し
ょ
う
。
そ
し
て
、「
自
助
」「
共
助
」

し
ょ
う
。
そ
し
て
、「
自
助
」「
共
助
」

「
公
助
」
が
緊
密
に
連
携
す
る
こ
と
に

「
公
助
」
が
緊
密
に
連
携
す
る
こ
と
に

よ
り
、
被
害
の
軽
減
を
図
る
こ
と
が
で

よ
り
、
被
害
の
軽
減
を
図
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

き
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
地
域
で
自
主
的
に
防
災

　

そ
れ
で
は
、
地
域
で
自
主
的
に
防
災

活
動
し
て
い
る
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

活
動
し
て
い
る
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

川崎市消防局を退職後、地川崎市消防局を退職後、地

区のために何かできないか区のために何かできないか

との思いから、自主防災会との思いから、自主防災会

の再結成のため中心的存在の再結成のため中心的存在

として貢献。防災マップやとして貢献。防災マップや

組織図など地域全体をまと組織図など地域全体をまと

め、地域の活性化を図る。め、地域の活性化を図る。

現在では、市内の防災会の現在では、市内の防災会の

再結成のアドバイザー役や再結成のアドバイザー役や

市防災講習会の講師として市防災講習会の講師として

活躍されています。活躍されています。

田中清貴さん田中清貴さん
（猿橋町伊良原在住）（猿橋町伊良原在住）

「
共
助
」
と
は
・
・
・

「
共
助
」
と
は
・
・
・

防
災
無
線
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス

　

伊
良
原
自
主
防
災
会
は
、
昭
和
56
年

３
月
に
結
成
し
、
毎
年
防
災
訓
練
な
ど

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
少
子
高
齢

化
が
進
み
、
住
民
の
約
４
分
の
１
が
65

歳
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
災
害
発
生
時
に
は

住
民
の
安
否
確
認
や
安
全
確
保
な
ど
、

行
政
の
支
援
だ
け
に
頼
る
の
で
は
な

く
、「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち

で
守
る
」
と
い
う
自
助
・
共
助
の
精
神

の
も
と
組
織
を
再
編
成
し
ま
し
た
。

　

輪
番
制
で
自
治
会
役
員
が
兼
務
し
て

き
た
防
災
会
の
体
制
や
規
約
・
組
織
図
、

防
災
マ
ッ
プ
な
ど
を
見
直
し
、
全
世
帯

の
３
分
の
１
が
参
加
す
る
組
織
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
組
織
に
は
防
災
リ
ー

ダ
ー
を
位
置
づ
け
、
中
心
的
な
役
割
を

明
確
に
定
め
ま
し
た
。

①
情
報
収
集
・

　

伝
達
班

②
消
火
担
当
班

③
避
難
誘
導
班

④
救
出
・
救
護
班

⑤
給
食
・
給
水
班

⑥
警
備
担
当
班

と
し
、
個
々
に
資
格
や
技
術
を
持
っ
た

方
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
班
に
振
り
分
け
る

な
ど
、
い
ざ
と
い
う
時
に
、
専
門
的
知

識
や
技
術
を
発
揮
で
き
る
組
織
づ
く
り

を
行
い
ま
し
た
。

　

昨
年
９
月
の
防
災
訓
練
で
は
、
起
震

車
の
体
験
会
を
実
施
し
、
ま
た
、
地
区

内
の
企
業
が
所
有
す
る
空
き
地
を
防
災

公
園
と
し
て
位
置
づ
け
、災
害
時
に
は
、

「
か
ま
ど
（
注
１
）」
と
し
て
活
用
で
き

る
ベ
ン
チ
を
製
作
し
ま
し
た
。

　

本
年
４
月
に
、
そ
の
か
ま
ど
を
使
っ

て
う
ど
ん
を
作
る
炊
き
出
し
訓
練
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
平
日
に
も
関
わ
ら
ず

多
く
の
住
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
昨
年
度
か
ら
防
災
会
が
独

自
で
、
毎
年
５
０
０
食
ず
つ
非
常
食
を

備
蓄
し
、
保
存
期
限
の
５
年
後
に
は
最

大
２
，
５
０
０
食
の
備
蓄
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。
地
区
内
の
食
料
品
店
や
近

隣
地
区
の
井
戸
所
有
者
か
ら
は
、
水
の

提
供
を
受
け
る
約
束
や
、
地
元
の
診
療

所
の
駐
車
場
を
応
急
救
護
所
の
設
置
場

●
伊
良
原
自
主
防
災
会
（
猿
橋
町
）

所
に
す
る
な
ど
、
地
区
内
の
連
携
を
強

化
す
る
体
制
づ
く
り
も
積
極
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。

　

今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
、
地
区
内

に
井
戸
を
掘
削
し
、
飲
料
水
の
確
保
に

努
め
る
こ
と
を
目
標
に
、
自
主
防
災
会

を
中
心
に
活
発
な
活
動
を
展
開
し
て
い

く
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
訓
練
参
加
者
の
声

　

知
見
さ
ん
（
電
気
業
に
従
事
）

　

田
中
さ
ん
の
説
明
を
聴
き
、
普
段
は

地
域
の
憩
い
の
場
と
し
て
、
い
ざ
と
い

う
時
は
か
ま
ど
と
し
て
活
用
で
き
る
防

災
公
園
で
あ
る
こ
と
を
認
識
で
き
た
有

意
義
な
時
間
で
し
た
。
ま
た
、
参
加
者

が
様
々
な
も
の
を
持
ち
寄
り
、
釜
揚
げ

う
ど
ん
づ
く
り
を
す
る
な
ど
、
よ
り
実

践
的
な
訓
練
で
し
た
。
今
後
は
、
さ
ら

に
防
災
意
識
が
高
ま
る
よ
う
な
取
り
組

み
を
し
て
い
き
た
い
。

※
注
１
「
か
ま
ど
」・
・
・
な
べ
、
か

　

ま
を
か
け
て
食
物
な
ど
物
を
煮
炊
き

　

す
る
設
備

防
災
無
線
を
聞
き
も
ら
し
た
時
な
ど
、

24
時
間
以
内
の
直
近
の
放
送
が
確
認

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
。

☎
(30)
０
０
８
８

〜
地
域
を
守
る
の
は
、
地
域
住
民
〜

〜
地
域
を
守
る
の
は
、
地
域
住
民
〜

伊
良
原
自
主
防
災
会
再
結
成

伊
良
原
自
主
防
災
会
再
結
成
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問
合　

総
務
管
理
課　

防
災
行
革
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(23)
８
０
０
９

 特集：防災  特集：防災 

　

訓
練
は
地
震
を
想
定
し
、
防
災
行
政

無
線
で
放
送
し
ま
す
。

　

会
場
内
を
自
由
に
見
学
す
る
こ
と
や

体
験
等
が
可
能
で
す
。
多
く
の
方
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

と　

き　

８
月
25
日
（
土
）

　

場　

所　

鳥
沢
小
学
校

　
　
　
　
　
　

（
富
浜
町
鳥
沢
地
内
）

　

見　

学　

午
前
11
時
〜

　

駐
車
場　

市
総
合
体
育
館

■
備
蓄
状
況

①
携
帯
用
無
線
機

②
ハ
ン
ド
マ
イ
ク

③
発
電
機
・
投
光
機

④
コ
ー
ド
リ
ー
ル

⑤
ろ
水
機

⑥
毛
布
・
担
架

⑦
救
急
セ
ッ
ト

⑧
簡
易
ベ
ッ
ト
・
ト
イ
レ

⑨
炊
飯
装
置

⑩
リ
ヤ
カ
ー

⑪
カ
ン
パ
ン　

（
２
５
０
〜
６
４
０
食
）

⑫
ク
ラ
ッ
カ
ー（
１
７
５
〜
３
５
０
食
）

⑬
米
穀　

（
５
０
０
〜
１
，
０
０
０
食
）

⑭
飲
料
水
（
６
０
０
〜
１
，０
０
０
本
）

■
備
蓄
倉
庫
の
場
所
を
再
確
認

あ
な
た
の
お
住
ま
い
の
最
寄
り
の
倉
庫

■
防
災
用
食
料
等
を
活
用
し
て
い
ま
す

　

市
内
15
か
所
の
備
蓄
倉
庫
に
保
管
し

て
あ
る
非
常
食
・
飲
料
水
は
、
保
存
期

限
が
経
過
し
た
順
に
、
新
し
い
も
の
と

入
替
え
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
処
分
費
用
の
軽
減
や
有
効
活

用
、
啓
発
を
図
る
目
的
で
、
保
存
期
限

の
迫
っ
て
い
る
非
常
食
・
飲
料
水
は
、

希
望
す
る
団
体
等
に
無
償
で
提
供
し
て

い
ま
す
。
ご
自
身
の
地
域
で
行
っ
て
い

る
防
災
訓
練
な
ど
に
お
役
立
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

<
提
供
で
き
る
も
の>

　

①
乾
パ
ン
②
ク
ラ
ッ
カ
ー

　

③
イ
ン
ス
タ
ン
ト
米
④
飲
料
水

　

自
主
防
災
会
（
自
治
会
）・
学
校
・

事
業
所
等
の
単
位
で
、
電
話
に
て
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
在
庫
量
に
よ

り
希
望
ど
お
り
お
渡
し
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

お
お
つ
き
防
災
安
全
メ
ー
ル
の
配
信

　

本
市
の
災
害
関
連
情
報
、
防
犯
情

報
、
緊
急
性
の
高
い
情
報
を
配
信
す

る
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で
す
。
パ
ソ
コ

ン
や
携
帯
メ
ー
ル
で
情
報
を

取
得
で
き
ま
す
の
で
、
自
宅

や
職
場
、
外
出
時
な
ど
に
も

情
報
を
入
手
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
む

か
、
Ｕ
Ｒ
Ｌ
ア
ド
レ
ス
か
ら

登
録
で
き
ま
す
。

https: / /www.e-tetsuzuki99.com/eap-pj/yamanashi/
mailmagazine/RM004M.aspx?no=3&cd=192066

笹
子
町

旧
笹
子
小
学
校

初
狩
町

初
狩
小
学
校

真　

木

大
月
西
小
学
校

花　

咲

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

大　

月

大
月
東
小
学
校

浅　

利

市
営
浅
利
団
地

畑　

倉

旧
畑
倉
小
学
校

七　

保

七
保
小
学
校

瀬　

戸

旧
瀬
戸
小
学
校

下
和
田
・
宮
谷
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

小　

沢

猿
橋
公
民
館
小
沢
分
館

猿
橋
東

市
営
恋
路
団
地

猿
橋
西

ア
ツ
ク
メ
団
地

富
浜
町

鳥
沢
小
学
校

梁
川
町

旧
梁
川
小
学
校

　
　
　

豆
情
報

　

備
蓄
倉
庫
と
自
主
防
災
倉
庫
の　

　
　
　
　
　
　
　

違
い
は
な
〜
に
？

　　

備
蓄
倉
庫
は
市
が
直
接
管
理
す
る

備
蓄
倉
庫
は
市
が
直
接
管
理
す
る

倉
庫
で
、
資
機
材
や
食
料
を
備
蓄
し

倉
庫
で
、
資
機
材
や
食
料
を
備
蓄
し

て
い
ま
す
。
自
主
防
災
倉
庫
は
、
主

て
い
ま
す
。
自
主
防
災
倉
庫
は
、
主

に
市
が
貸
与
し
て
い
る
倉
庫
で
、
資

に
市
が
貸
与
し
て
い
る
倉
庫
で
、
資

機
材
の
管
理
や
活
用
は
自
主
防
災
会

機
材
の
管
理
や
活
用
は
自
主
防
災
会

が
行
っ
て
い
ま
す
。

が
行
っ
て
い
ま
す
。

訓
練
日
：
９
月
２
日
（
日
）
概
要

大
月
市
総
合
防
災
訓
練
に
参
加
し
ま

し
ょ
う
（
９
月
１
日
は
防
災
の
日
）

避
難
所
開
設
・
宿
泊
訓
練
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
施
し
ま
す

■携帯登録用ＱＲコード

■ＵＲＬアドレス

訓
練
開
始
時
間

訓
練
内
容

午
前
７
時

東
海
地
震
に
関
連
す

る
調
査
情
報
発
表

午
前
７
時
30
分

東
海
地
震
注
意
情
報

発
表

午
前
８
時
30
分

東
海
地
震
予
知
情
報

が
発
表
さ
れ
、
内
閣

総
理
大
臣
が
警
戒
宣

言
を
発
令

午
前
８
時
35
分

市
内
一
斉
に
防
災
無

線
で
放
送
し
、
サ
イ

レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す

午
前
９
時
30
分

大
規
模
地
震
発
生
防

災
無
線
で
放
送
し
、

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し

ま
す

大月市備蓄倉庫大月市備蓄倉庫

※
市
で
は
、
土
砂
災
害
の
危
険
性
の
あ

　

る
区
域
を
示
し
た
、
土
砂
災
害
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
す
。
今

年
度
末
に
、
各
戸
配
付
す
る
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
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　７月８日（日）、大月第一中学校の校庭

で、第 33 回大月市消防団員訓練大会を開

催しました。

　６人１組でエンジン式の小型動力ポン

プを使い、規律を遵守し、いかに早く正

確に放水するかを競う大会として、市内

全分団の８分団対抗で行われました。

　出場する選手は、指揮者をはじめとす

る補助員を含む６人で構成されています。

また、各分団の精鋭として、その期待を

一身に背負い、長期間にわたる練習の集

大成の場として、緊張の本番を迎えました。

　この大会は得点競技で行われ、所要時間や規律の正確さによって採点され、一人ひとりの動作や声

の出し方、全員の息が合っているかなど、個人やチームを総合的に判断して審査されました。

< 第 33 回　消防団員訓練大会の結果 >

第８分団（梁川）～初優勝に沸く～

競技中の選手

大観衆に見守られる選手
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私
た
ち
の
分
団
は
、
各
部
か
ら
の
立

候
補
や
部
長
推
薦
な
ど
の
選
抜
チ
ー
ム

で
大
会
に
望
み
ま
す
。
練
習
は
、
過
去

に
出
場
経
験
の
あ
る
団
員
が
そ
れ
ぞ
れ

指
導
に
あ
た
り
、
今
年
は
ト
ッ
プ
タ
イ

ム
を
目
標
に
団
員
が
一
丸
と
な
り
、
練

習
を
重
ね
ま
し
た
。

　

本
番
で
は
、
目
標
を
ク
リ
ア
し
、
さ

ら
に
優
勝
と
い
う
結
果
で
大
変
驚
き
ま

し
た
。
こ
れ
も
、
大
会
に
望
む
選
手
の

気
持
ち
や
分
団
長
を
始
め
と
す
る
団
員

の
協
力
、
家
族
の
支
え
の
た
ま
も
の
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
日
頃
の
消
防
活
動
に
お
い

て
も
、互
い
に
協
力
し
合
っ
て
、頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

優勝チーム

　クローズアップ

優　勝　第８分団（梁川）

準優勝　第４分団（賑岡）

第３位　第２分団（初狩）

<入賞結果 >

準優勝　第４分団（賑岡）

優勝　第８分団（梁川）

　審査の結果、第８分団（梁川）が初優勝を飾りました。

　雨天にも関わらず、出場された選手は、すべての操法で統制のとれた機敏な動きを披露しま

した。どの分団も、この大会を目指して何か月も前から休日など、貴重な時間を費やして練習

を積み重ねてきたことが伺えました。

　本大会を通じて、消防団員が迅速かつ的確な動きを習得されたことは、いざという時の有事

の際に役立ち、地域での活躍が期待されます。わたしたち市民にとっても、地域の安心・安全

を守る消防団員が、より一層、力強く頼もしく感じる訓練大会でした。

第３位　第２分団（初狩）
　

第
８
分
団
（
梁
川
）

　

指
揮
者　

上
條
宏
久
さ
ん
（
写
真
向
っ
て
左
）

　

一
番
員　

鈴
木
貴
明
さ
ん
（
写
真
向
っ
て
右
）

問問　

市
消
防
課　

消
防
団
担
当

　

市
消
防
課　

消
防
団
担
当　

☎

　

☎
(22)(22)
０
１
１
９

０
１
１
９
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本
市
で
は
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、

健
や
か
に
育
ち
、
子
育
て
に
希
望
が
持
て
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
ご
承
知
の
と
お

り
、
本
市
の
財
政
状
況
は
厳
し
い
で
す
が
、
こ

の
た
び
、市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
要
望
な
ど
か
ら
、

中
学
３
年
生
ま
で
の
医
療
費
助
成
な
ど
、
子
育

て
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

　

今
日
の
少
子
高
齢
化
社
会
で
は
、
子
育
て
を

す
る
家
庭
を
、
社
会
全
体
で
支
え
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
世
代

間
の
助
け
合
い
の
精
神
の
も
と
、
給
付
水
準
等

を
県
内
市
町
村
の
水
準
に
合
わ
せ
る
こ
と
に
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
子
育
て
世
代
へ
の
応

援
の
た
め
、ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
健
康
で
長

生
き
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
、
在
宅

で
い
つ
ま
で
も
健
康
で
快
適
な
生
活
が
送
れ
る

よ
う
引
き
続
き
支
援
し
ま
す
。

事業名 見直し内容 改正後 改正前

１ 子育て支援医療費助成事業
助成対象年齢
の拡大

入院 中学３年生まで
（平成 25 年４月実施） 小学校６年まで

通院 中学３年生まで
（平成26年４月実施予定）小学校６年まで

２
子育て支援手当
支給事業

支援対象を出
生する全ての
子どもに拡大

出産育児支援
手当

３万円
（第１子以降）

30 万円
（第３子以降）

就学支援手当

０円
小学校入学時
10 万円
（第３子以降）

０円
小学校入学時
10 万円
（第３子以降）

※経過措置として、平成 25 年度中に出生した第３子以降については 30 万円を支給　　

３ 放課後学童保育利用料
利用者負担の
適正化を図る

生活保護世帯・
非課税世帯 半　額 免　除

８月（夏休み
期間）利用料 ７千円 ５千円

４ 保育料

２人以上入所
している場合
の保育料の算
定方法を国の
基準に見直し

第２子の徴収
基準額 １／２軽減 ３／４軽減

５階層以上の
第２子の軽減 年齢の低い児童 年齢の高い児童

５ 児童館運営 利用者の拡大
を図る 閉館日 日曜日・祝日 月曜日・

祝日の翌日

６ 就園奨励費補助事業 幼稚園に就園する保護者の負担軽減を図るための補助金の増額

◆子育て支援事業

子育て支援の充実を目指した子育て支援の充実を目指した
　　　　福祉サービスの見直しについて　　　　福祉サービスの見直しについて
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事業名 見直し内容 改正後 改正前

１ 敬老祝金支給事業
対象者の増加などか
ら支給額の見直し 満１０１歳以上 ２万円／年 ５万円／年

２ 介護慰労金支給事業

在宅で介護認定４・
５の方を介護してい
る方の労苦に報いる
ために支給内容を見
直し

介護サービスを利用
している者

入院・入所が
１か月以内
３万円／年

入院・入所が
３か月以内
３万円／年

介護サービスを利用
していない者

入院・入所が
１か月以内
12 万円／年

入院・入所が
１週間以内
７万円／年

３ 長寿祝金支給事業
対象者の増加などか
ら支給額の見直し 新１００歳祝金 10 万円／年 30 万円／年

４ 高齢者在宅支援推進事業

介護保険事業の充実
などから事業の一部
について利用基準の
見直し

利用基準のチェック
項目の追加 ３項目 ２項目

◆高齢者福祉事業

施行日　平成 25 年４月１日

※児童館については、本年 10 月１日より実施

◆共通事項

◆問合

●子育て支援事業に関して・・・

　・１. ２. ３. ４の事業

　　　福祉課　子育て支援担当　　　☎ (23)８０３２
　・５の事業

　　　子ども家庭総合支援センター　☎ (23)１１５２
　・６の事業

　　　学校教育課　教育総務担当　　☎ (23)８０４８
●高齢者福祉事業に関して・・・

　・１. ２. ３. の事業

　　　福祉課　福祉総務担当　　　☎☎ (23)８０３０
　・４の事業

　　　介護課　介護予防担当　　　　☎ (23)８０３４

学童クラブの児童
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河川水質検査結果
　本市では、生活環境保全事業の一環として、継続的に河川の水質検査を年２回 ( 夏 ･ 冬 )、５地点 ( 下
表）で実施しています。今回は、昨年度に実施した調査項目の中で、環境基本法により「生活環境の
保全に関する環境基準」に規定され、河川での基準値が定められている５項目についての結果をお知
らせします。
　河川水質の現況は、近年のデータから見ますと、環境基準値より低いものの横ばいの状況であり、
改善の方向に進んでいるとは言えません。大腸菌群数検査では、昨年の夏季調査ではほとんどの地点
で基準値を上回りましたが、冬季調査では基準値を下回る結果となりました。しかし、この調査結果
だけでは、水質が改善したとは断定できないため、引き続き、経過を観察する必要があります。

検体採取地点名 笹子川 真木川 桂　川 葛野川 桂　川

検体採取場所
初狩地内

（藤沢橋上流）

初月橋
上流

大月橋下
桂川合流
手前

富浜地内
（下畑橋下流）

環境基本法に定める水質類型
この河川が該当するものとして指定されたＡ類型 (
水道２級 : 沈殿ろ過等による通常の浄水操作を行う
もの )

Ａ類型
Ａ類型

（とみなす）
Ａ類型

Ａ類型
（とみなす）

Ａ類型

平成 23年
８月数値
※（）内は
平成 22年
８月数値

水素イオン濃度
（ｐＨ）

ｐＨ値
7.6
（7.7）

7.6
（7.5）

7.8
（8.1）

7.4
（7.9）

7.7
（8.4）

生物化学的酸素要求量
（ＢＯＤ）

mg/ ℓ
0.5 未満
（0.7）

0.5 未満
（0.7）

0.6
（0.9）

0.5
（0.8）

0.5
（0.8）

浮遊物質量
（ＳＳ）

mg/ ℓ
６

（１未満）
19
（11）

4
（1）

８
（３）

７
（２）

溶存酸素量
（ＤＯ）

mg/ ℓ
9.0

（10.1）
9.2
（8.7）

9.9
（10.1）

8.9
（9.2）

9.1
（9.5）

大腸菌群数 MPN/100mℓ
17,000 24,000 35,000 33,000 28,000 

(24,000) (33,000) (24,000) (7,900) (3,300)

平成 24 年
２月数値
※（）内は
平成 23年
２月数値

水素イオン濃度
（ｐＨ）

ｐＨ値
7.2
（8.1）

7.3
（7.7）

7.7
（8.1）

7.4
（8.0）

7.5
（8.4）

生物化学的酸素要求量
（ＢＯＤ）

mg/ ℓ
0.5 未満
（0.8）

0.9
（0.6）

0.8
（0.8）

0.5
（0.7）

0.5
（0.7）

浮遊物質量
（ＳＳ）

mg/ ℓ
1 未満
（1未満）

1未満
（1未満）

２
（1）

５
（1未満）

２
（1）

溶存酸素量
（ＤＯ）

mg/ ℓ
12.6
（12.5）

13.4
（12.8）

11.7
（11.5）

12.6
（13.1）

12.6
（12.1）

大腸菌群数 MPN/100mℓ
790 700 1,100 1,100 1,300

(1,300) (2,400) (7,900) (49,000) (3,300)

水素イオン濃度（ｐＨ）水の酸性、アルカリ性の度合いを表す指標で、ｐＨ７が中性で、それより大きいときアル

カリ性、小さいとき酸性になります。今回の調査でも、環境基準値（6.5 ～ 8.5）を上回る数値は検出されていません。

生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ）水中の有機物が好気性微生物により分解されるときに消費される酸素の量のこと

で、数値が高いほど汚濁が進んでいます。今回の調査でも、環境基準値（２mg/ℓ）を上回る数値は検出されていません。

浮遊物質量（ＳＳ）水中に浮遊する小粒状物質の総称で、濁りの原因になっている物質の量を示します。浮遊物質

が多いと魚類のえらにつまって死んだり、光の透過が妨げられ、水中植物の光合成に影響を及ぼします。今回の調

査でも、環境基準値（25mg/ ℓ ) を上回る数値は検出されていません。

溶存酸素量（ＤＯ）水中に溶けている酸素量のこと、水温等に影響され、水温が高くなると値は小さくなります。

きれいな水ほど飽和に近い量が含まれており、水生生物の生活には不可欠なものです。酸素量が少なくなると悪臭

を発生するとされています。今回の調査でも、環境基準値（7.5mg/ℓ) より多く含まれているので良好と言えます。

大腸菌群数　大腸菌および大腸菌と性状の似た細菌の総称です。水中の大腸菌群数は、し尿汚染の指標とされ、糞

便１ｇ中に 10 億～ 100 億存在すると言われ、微量のし尿によっても数値が上昇します。環境基準値 (1,000 ＭＰ

Ｎ /100mℓ )を夏季は全ての河川が高い数値を検出し上回っていますが、冬は低い数値が検出されました。ただ今回

の調査結果だけで水質が改善したとは断定できないので、引き続き経過を観察する必要があります。　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問合　生活環境課　環境保全担当　☎ (23) ８０２５

全地点でほぼ良好な結果
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　大月市立中央病院　８月　診療予定表　大月市立中央病院　８月　診療予定表

月 火 水 木 金 土
午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後

内 科

予 約 外 診 療 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

呼 吸 器 ● ● ● ● ● ●
 ●　

（予約）
●

循 環 器  ● ● ●
●　

（予約）
●

消 化 器 ● ● ●

脳・ 神 経
 ●　

（予約）
● ●

腎・ 高 血 圧 ● ●
 ●　

（予約）

血 液 ● ● ● ●

内 分 泌
代 　 謝

● ●

糖 尿 病 ● ●

メ ン タ ル
ヘルスケア

● 　

小 児 科 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

外 科 ● ● ● ● ●＃１

整 形 外 科 ●
●　

（予約）
●

●　

（予約）

脳 神 経 外 科 ●

泌 尿 器 科 ● ● ● ●

産 婦 人 科 ● ● ● ● ● ●

眼 科 ● ● ● ● ●＃２

耳 鼻 咽 喉 科 ● ● ● ●

皮 膚 科 ●

放 射 線 科 ● ● ● ●

内 視 鏡 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　#1：第３午後診療のみ　#2：第３午後は予約のみ
※休診のお知らせ　　◆産婦人科　３日（金）　◆泌尿器科　10日（金）午後　◆眼科　20日（月）
　　　　　　　　　　◆耳鼻咽喉科　24日 ( 金）
※眼科を受診する方で、次の診療日は診療開始時間および受付終了時間が変更となります。
　◆診療日　８日（水）、24 日（金）　◆診療開始時間　午前 10 時　受付終了時間　午前 10 時 30 分
※内科の月・金曜日の午後は、「予約のみ」となります。ただし、緊急はこの限りではありません。
※診療情報は、本市ホームページ・大月 CATV でも確認できます。
※診療予定が変更になる場合がありますので、受付（初診窓口）にお問い合わせください。
問合　大月市立中央病院　医療連携担当　☎ (22) １２５１

●休診日　　日曜日・祝日・祭日
●受付時間　午前８時 30 分～ 11 時 30 分　（★土曜日　午前８時 30 分～ 11 時）
　　　　　　午後１時 30 分～４時

～整形外科は、水・木曜日（午前は初再診、午後は予約）の診察となっています～

ご
家
庭
で
目
の
届
く
と
こ
ろ
に
貼
っ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　

☆
看
護
師
募
集
中
で
す
。
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。



12広報おおつき / ２０１２．０８  

【発表の部】　開催日　10 月 21 日（日）　～　11 月 18 日（日）　市民会館大ホール
行事名 開催日時 申込期限 参加料 申込・問合

吟道大会 10月 21 日（日） 10 月１日（月）～ 15日（月） 一般　1,000 円 　鈴木正昭　☎ (23) １７１７

歌謡発表会 10月 28 日（日）
　午前 11 時～ ８月 20日（月） 一人　5,500 円 　松島敏男　☎ (25) ６８１８

民踊舞踊大会 11月３日（祝・土）
　午前 11 時～ 10 月 10 日（水） １曲団体踊り  2,000 円

個人踊り　3,000 円から 　新海洋子　☎ (23) ０７３７

民謡発表会 11月４日（日）
　午前 10 時～午後１時９月末日 一般　2,000 円 　石井始天　☎ (22) ０７６２

三曲演奏会 11月４日（日）
　午後２時～５時 ― ― 　石井永子　☎ (26) ５８１８

茶　会 11 月４日（日）
　午前 10 時～

裏千家・表千家不白流・洗
茶席各社中 各社中一括 　白須宗香　☎ (26) ５５１８

市民音楽祭 11月 11（日）
　午後０時 30 分～ ９月末日 一般団体　5,000 円 　林　博之　☎ (22) ４６８７

太鼓ふれあい
コンサート

11月 18 日（日）
　午後２時～ ９月 15日（土） 無　料 　石岡博実　☎ (22) ６４４０

【競技の部】
行事名 開催日時 申込期限 参加料 申込・問合

将棋大会 10月 28 日（日）
　午前９時 30 分～

当日
　午前８時30分～９時 30分

一般　1,500 円
学生　５００円 　小林敬三　☎ (26) ５２０４

囲碁大会 10月 28 日（日）
　午前９時～

当日
　午前９時 一般　1,000 円 　磯田善行　☎ (22) １６８１

【展示の部】　展示開催日　10 月 31 日（水）午前９時～　11 月４日（日）午後４時
行事名 会場 申込期限 参加料 申込・問合

美術展 ２階ギャラリー
大ホール入口 10月 24日（水）～27日（土） 無　料 　大窪和美　☎ (22) １３４２

短歌展 ３階控え室および廊下 ９月１日（土）～ 30日（日）一般 500 円・学生無料 　花田規矩男☎ (23) ０６６０

俳句展 ３階控え室および廊下

ジュニアの部　９月30日（日）
（※小中学校を通じて）　

無　料 　井上石動　☎ (23) ２６６９一般の部　８月 23日（木）
～９月 25日（火）
（※市内在住俳句愛好者）　

書道展 ３階講堂

小・中学校
10月 10 日（水）

一般　1,000 円 　望月子耿　☎ (22) ０４８１
高校・一般
10月 28 日（日）午前 10 時

水墨画展 ４階視聴覚室 ９月 20日（木） 一般　1,000 円 　小林菊雄　☎ (22) ３６０１
陶芸展 ４階視聴覚室 10月 25 日（木） 一般　1,000 円 　小林杉雄　☎ (22) ４３５８
写真展 ４階会議室 10月８日（月・祝） 一般　1,000 円 　高津秀俊　☎ (22) ２７９１

手工芸展
１階展示室　３階写場
４階ロビー　研修室　
児童室

10月 10 日（水） 無　料 　石井一枝　☎ (22) ０７６２

　※会場はすべて市民会館　※会場はすべて市民会館　

　　　　問合問合　　大月市文化協会事務局（市民会館内）　 　　大月市文化協会事務局（市民会館内）　 ☎☎ (22) ４８１１(22) ４８１１

　　　　　　事務局　小林　　　　　　　事務局　小林　☎☎０９０- ８３１９- ２５０３０９０- ８３１９- ２５０３

　　　　　　市社会教育課　社会教育担当　　　　　　　市社会教育課　社会教育担当　☎☎ (23) ８０５０(23) ８０５０

大月市文化祭募集要項第 4
6 回

　大月市文化祭を本年 10 月 21 日から市民会館において開催しま　大月市文化祭を本年 10 月 21 日から市民会館において開催しま

す。「市民総参加の文化祭」をテーマに多くの皆さんのご参加、ごす。「市民総参加の文化祭」をテーマに多くの皆さんのご参加、ご

出展をお待ちしています。出展をお待ちしています。

　なお、絵画・短歌・俳句・書道・水墨画・写真については、コン　なお、絵画・短歌・俳句・書道・水墨画・写真については、コン

テスト形式になっていますので、特に文化協会各連盟に所属していテスト形式になっていますので、特に文化協会各連盟に所属してい

ない方々は、応募方法・申込締切等お問い合わせください。ない方々は、応募方法・申込締切等お問い合わせください。
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　本市主催事業「富嶽十二景写真フェスティバル」では、日本一

美しい富士山の眺望を全国に発信するため、平成 25 年中に３回の

富嶽十二景写真展を実施します。

　展示期間中、来訪者をおもてなしの心で迎えるために、市民の

皆さんから写真を募集し、市民会館に飾り、大月市を知っていた

だくためのウェルカムボードを作成します。

< 募集要項 >

応募資格    市内在籍・在勤者および大月市出身者応募資格    市内在籍・在勤者および大月市出身者

題    材    「残したい大月の風景」「大月の自然」「大月で働く人々」「私の好きな場所」題    材    「残したい大月の風景」「大月の自然」「大月で働く人々」「私の好きな場所」

規    格    デジタル画像（jpeg．jpg．）400 万画素以上（Ａ４サイズで掲示予定）規    格    デジタル画像（jpeg．jpg．）400 万画素以上（Ａ４サイズで掲示予定）

方    法    氏名・住所・撮影日・撮影場所・タイトルを明記しＥメールに添付してください方    法    氏名・住所・撮影日・撮影場所・タイトルを明記しＥメールに添付してください

応募先メールアドレス    応募先メールアドレス    skyouiku-19206@city.otsuki.lg.jpskyouiku-19206@city.otsuki.lg.jp

            （画像データが大きすぎて送信できない場合は、データサイズを縮小してください）            （画像データが大きすぎて送信できない場合は、データサイズを縮小してください）

締 切 り    第１期  11 月 20 日（火）（締切りに間に合わない作品は第２期扱いとします）締 切 り    第１期  11 月 20 日（火）（締切りに間に合わない作品は第２期扱いとします）

そ の 他　・芸術性よりも大月市をアピールする作品を募集します。そ の 他　・芸術性よりも大月市をアピールする作品を募集します。

　　　　　・応募作品は撮影者・タイトルを付し、ウェルカムボードに掲示します。　　　　　・応募作品は撮影者・タイトルを付し、ウェルカムボードに掲示します。

　　　　　・上記題材に沿わない作品は掲示しません。　　　　　・上記題材に沿わない作品は掲示しません。

　　　　　・肖像権やプライバシーの侵害には十分ご注意ください。被写体が人物の場合は、 必　　　　　・肖像権やプライバシーの侵害には十分ご注意ください。被写体が人物の場合は、 必

　　　　　　ずご本人の承諾を得てからご応募ください。被写体が未成年者の場合は、親権者の　　　　　　ずご本人の承諾を得てからご応募ください。被写体が未成年者の場合は、親権者の

　　　　　　承諾が必要です。肖像権侵害等のトラブルの責任は一切負いかねます。　　　　　　承諾が必要です。肖像権侵害等のトラブルの責任は一切負いかねます。

問 合 せ　　市教育委員会 社会教育課 国民文化祭大月市実行委員会事務局問 合 せ　　市教育委員会 社会教育課 国民文化祭大月市実行委員会事務局

            〒  401-8601  大月市大月２－６－ 20（郵送・持参）              〒  401-8601  大月市大月２－６－ 20（郵送・持参）  ☎☎ (23) ８０５０(23) ８０５０

カルチャくん（マスコットキャラクター）
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―  　
　

     

―

　

本
年
１
月
１
日
に
景
観
行
政
団
体
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
景
観
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
広
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
、
計
画
策
定
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

景
観
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

<

目
指
す
景
観
の
将
来
像
に
つ
い
て>

　

本
市
の
景
観
計
画
で
は
、
大
月
市
第

６
次
総
合
計
画
に
お
け
る
目
指
す
べ
き

ま
ち
の
姿
、「
大
月
市
の
良
さ
を
生
か

す
ま
ち
」
を
受
け
て
、
景
観
形
成
の
将

来
像
を
次
の
と
お
り
設
定
し
ま
す
。

◆
景
観
形
成
の
基
本
目
標
に
つ
い
て

　

こ
の
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
に
、

４
つ
の
観
点
（「
ま
も
る(

保
全)

」「
な

お
す(

修
復)

」「
つ
く
る(

創
造)

」「
い

か
す(

活
用)

」）
か
ら
、
景
観
形
成
の

基
本
目
標
を
設
定
し
ま
す
。

①
ま
も
る(

保
全
）・
・
・
豊
か
な
自

然
の
恵
み
と
調
和
し
、
継
承
さ
れ
た
歴

史
・
文
化
を
伝
え
る
景
観
づ
く
り

　

市
街
地
を
と
り
ま
く
山
々
の
眺
望
、

桂
川
や
葛
野
川
な
ど
の
河
川
は
、
市
民

の
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
景
観
と
し
て
、

四
季
折
々
に
自
然
の
恵
み
の
豊
か
さ
を

印
象
づ
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
三

奇
橋
の
一
つ
と
さ
れ
る
名
勝
猿
橋
や
岩

殿
城
跡
な
ど
の
歴
史
的
建
造
物
は
、
本

市
の
歴
史
と
文
化
を
背
景
と
し
た
特
徴

的
な
景
観
を
形
づ
く
り
、
特
に
名
勝
猿

橋
を
中
心
と
し
た
猿
橋
周
辺
に
は
、
八

ツ
沢
発
電
所
一
号
水
路
橋
な
ど
の
歴
史

的
建
造
物
、
市
立
郷
土
資
料
館
が
立
地

す
る
な
ど
、
本
市
の
歴
史
・
文
化
を
代

表
す
る
地
区
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
自
然
や
歴
史
・
文
化
を
現

在
に
伝
え
る
景
観
資
源
に
つ
い
て
は
、

そ
の
価
値
を
再
発
見
・
再
構
築
し
、
守

る
べ
き
歴
史
資
産
を
共
有
す
る
と
と
も

に
、
郷
土
に
根
ざ
し
た
愛
着
あ
る
景
観

と
し
て
次
代
へ
と
引
き
継
い
で
い
く
こ

と
と
し
ま
す
。

②
な
お
す(

修
復)

：
地
域
の
落
ち
着

き
や
心
地
よ
さ
を
感
じ
る
景
観
づ
く
り

　

か
つ
て
の
甲
州
街
道
の
宿
場
町
も
市

民
の
生
活
様
式
、
価
値
観
の
変
化
に
伴

い
、
景
観
を
構
成
す
る
要
素
と
し
て
の

建
築
物
は
形
状
や
色
彩
、
素
材
の
多
様

化
が
進
み
、
本
市
固
有
の
街
並
み
も

徐
々
に
そ
の
姿
を
変
え
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
自
然
を
大
切
に
す
る
価
値
観
や

歴
史
文
化
を
重
ん
じ
る
価
値
観
、
現
代

的
な
デ
ザ
イ
ン
を
指
向
す
る
価
値
観
な

ど
、
多
様
な
価
値
観
を
尊
重
し
つ
つ
、

周
辺
の
景
観
や
街
並
み
と
の
調
和
に
対

す
る
「
気
配
り
」
を
持
ち
、
こ
れ
ら
を

著
し
く
損
ね
て
い
る
要
因
を
取
り
除
く

こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
良
い
景
観
へ
と

修
復
・
改
善
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し

ま
す
。

③
つ
く
る(

創
造)

：
住
む
人
・
訪
れ

る
人
を
楽
し
ま
せ
る
景
観
づ
く
り

　

旧
甲
州
街
道
の
宿
場
町
と
し
て
の
発

展
を
経
て
、
交
通
の
利
便
性
を
活
か
し

た
産
業
・
住
宅
都
市
と
し
て
、
時
代
と

と
も
に
変
化
し
、
農
地
や
住
宅
地
、
商

業
地
、
工
業
地
な
ど
の
多
様
な
土
地
利

用
と
、
そ
こ
に
立
地
す
る
建
築
物
が
相

ま
っ
て
、
個
性
の
あ
る
景
観
が
つ
く
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

景
観
の
将
来
像
を
実
現
す
る
に
は
、

将
来
に
わ
た
り
景
観
形
成
に
係
る
持
続

的
な
取
り
組
み
が
不
可
欠
な
こ
と
か

ら
、
本
市
固
有
の
風
景
を
守
り
、
活
か

し
な
が
ら
、
商
業
地
の
賑
わ
い
や
住
宅

地
の
落
ち
着
き
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
が
持
つ
景
観
の
特
性
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
新
た
な
魅
力
を
感
じ
る
街
並
み

を
創
造
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

④
い
か
す(

活
用)

：
資
源
と
人
を
活

か
し
て
取
り
組
む
景
観
づ
く
り

　

本
市
固
有
の
景
観
は
、
先
人
達
が
長

い
年
月
を
か
け
て
つ
く
り
あ
げ
て
き
た

も
の
で
あ
り
、
そ
の
景
観
が
訪
れ
る
方

に
感
動
を
与
え
る
と
と
も
に
、
大
月
に

暮
ら
す
私
た
ち
の
地
域
に
対
す
る
誇
り

を
醸
成
し
て
い
ま
す
。

　

良
好
な
眺
望
点
の
整
備
・
Ｐ
Ｒ
に
加

え
て
、
季
節
・
時
の
移
り
変
わ
り
の
活

用
な
ど
、貴
重
な
資
源
で
あ
る
景
観
を
、

本
市
を
訪
れ
る
方
々
に
対
し
て
、
分
か

り
や
す
く
、
余
す
と
こ
ろ
無
く
伝
え
る

工
夫
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
間

交
流
を
育
む
こ
と
と
し
ま
す
。
ま
た
、

暮
ら
し
の
営
み
の
一
つ
一
つ
が
景
観
を

創
り
、
そ
の
景
観
を
次
代
の
市
民
に
引

き
継
が
れ
て
い
く
こ
と
を
自
覚
し
、「
市

民
」「
事
業
者
」「
行
政
」
が
、
役
割
分

担
の
も
と
、
連
携
と
協
働
に
よ
り
、
互

い
の
信
頼
関
係
の
も
と
で
、
息
の
長
い

取
り
組
み
を
進
め
、
本
市
に
ふ
さ
わ
し

い
愛
着
の
持
て
る
景
観
を
育
ん
で
い
く

こ
と
と
し
ま
す
。

問
合　

地
域
整
備
課　

都
市
整
備
担
当　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(20)
１
８
５
５

ＶＶＶ
ＩＩＩＩＩ
ＥＥＥ
Ｗ

Vol.5
Vol.5

●
大
月
の
魅
力
の
再
発
見
・
再
構
築

●
大
月
の
魅
力
の
再
発
見
・
再
構
築

　

〜
郷
土
に
愛
着
と
誇
り
を

　

〜
郷
土
に
愛
着
と
誇
り
を

　
　
　

感
じ
ら
れ
る
景
観
づ
く
り
〜

　
　
　

感
じ
ら
れ
る
景
観
づ
く
り
〜

　

市
域
に
広
が
る
緑
豊
か
な
山
々
や
桂

市
域
に
広
が
る
緑
豊
か
な
山
々
や
桂

川
、
笹
子
川
、
葛
野
川
と
い
っ
た
清
ら

川
、
笹
子
川
、
葛
野
川
と
い
っ
た
清
ら

か
に
流
れ
る
河
川
は
、
景
観
に
潤
い
を

か
に
流
れ
る
河
川
は
、
景
観
に
潤
い
を

も
た
ら
し
、
旧
甲
州
街
道
の
宿
場
町
と

も
た
ら
し
、
旧
甲
州
街
道
の
宿
場
町
と

し
て
の
歴
史
と
と
も
に
培
わ
れ
て
き
た

し
て
の
歴
史
と
と
も
に
培
わ
れ
て
き
た

街
並
み
は
、
伝
統
あ
る
景
観
を
今
に
伝

街
並
み
は
、
伝
統
あ
る
景
観
を
今
に
伝

え
て
い
ま
す
。

え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
多
く
の
市
民
や
来
訪

　

こ
の
よ
う
に
、
多
く
の
市
民
や
来
訪

者
に
安
ら
ぎ
と
憩
い
を
も
た
ら
す
大
月

者
に
安
ら
ぎ
と
憩
い
を
も
た
ら
す
大
月

市
固
有
の
景
観
を
再
発
見
し
、
市
民
と

市
固
有
の
景
観
を
再
発
見
し
、
市
民
と

の
協
働
の
も
と
、
将
来
に
わ
た
り
、
こ

の
協
働
の
も
と
、
将
来
に
わ
た
り
、
こ

の
す
ば
ら
し
い
景
観
を
守
り
、活
か
し
、

の
す
ば
ら
し
い
景
観
を
守
り
、活
か
し
、

創
る
た
め
の
方
策
を
再
構
築
す
る
こ
と

創
る
た
め
の
方
策
を
再
構
築
す
る
こ
と

に
よ
り
、
郷
土
に
愛
着
と
誇
り
を
感
じ

に
よ
り
、
郷
土
に
愛
着
と
誇
り
を
感
じ

る
こ
と
の
で
き
る
景
観
づ
く
り
を
目
指

る
こ
と
の
で
き
る
景
観
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。

し
ま
す
。

住民説明会を次のとおり開催します。市民の皆さんのご参加をお待ちしています。
①８月 10 日（金）午後７時　猿橋出張所２階講堂　②８月 11 日（土）午後２時　市民会館４階視聴覚室
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観
光
協
会
の
移
転
に
つ
い
て

　

こ
ん
に
ち
は
。
こ
の
た
び
、大
月
の
駅
前
、

　

こ
ん
に
ち
は
。
こ
の
た
び
、大
月
の
駅
前
、

富
士
急
行
線
の
乗
り
口
脇
に
移
転
し
、
観
光

富
士
急
行
線
の
乗
り
口
脇
に
移
転
し
、
観
光

の
ご
案
内
を
し
ま
す
。

の
ご
案
内
を
し
ま
す
。

　

最
近
は
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
ブ
ー
ム
と
い

　

最
近
は
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
ブ
ー
ム
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
大
月
の
山
に
多
く
の
登
山

う
こ
と
も
あ
り
、
大
月
の
山
に
多
く
の
登
山

客
が
訪
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
は
、
富
士
山
が
日

客
が
訪
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
は
、
富
士
山
が
日

本
一
美
し
く
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
町
が
、

本
一
美
し
く
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
町
が
、

大
月
市
だ
と
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
本
市
の

大
月
市
だ
と
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
本
市
の

山
々
か
ら
見
る
富
士
山
の
美
し
さ
は
感
動
も

山
々
か
ら
見
る
富
士
山
の
美
し
さ
は
感
動
も

の
で
す
。
観
光
協
会
で
は
、
大
月
の
良
い
と

の
で
す
。
観
光
協
会
で
は
、
大
月
の
良
い
と

こ
ろ
を
地
元
の
皆
さ
ん
に
ま
ず
知
っ
て
欲
し

こ
ろ
を
地
元
の
皆
さ
ん
に
ま
ず
知
っ
て
欲
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
観
光
協
会
に
お

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
観
光
協
会
に
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
大
月
の
お
店

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
大
月
の
お
店

や
山
の
情
報
を
随
時
Ｈ
Ｐ
で
紹
介
し
ま
す
。

や
山
の
情
報
を
随
時
Ｈ
Ｐ
で
紹
介
し
ま
す
。

問問　

大
月
市
観
光
協
会　

坂
本
・
井
上

　

大
月
市
観
光
協
会　

坂
本
・
井
上  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎☎
(22)(22)
２
９
４
２

２
９
４
２

　
　

市
産
業
観
光
課　

観
光
担
当

　
　

市
産
業
観
光
課　

観
光
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎☎
(20)(20)
１
８
２
９

１
８
２
９

（新）大月駅前観光案内所（新）大月駅前観光案内所

～観光協会の会員募集中～

移 転 日　８月４日（土）
場　  所　大月駅前（大月１丁目）
利用形態　年中無休
    （※窓口の営業時間は未定）
http://otsuki-kanko.info/

問合　総務管理課　管財担当　☎ (23) ８００１●５月 24日執行（指名競争入札）　

工事等の名称 工事等の場所 工事期間等 落札業者名 落札額（円）
予定価格
（円）

入札参加業者名 ( 五十音順 )

市道葛野畑倉線道路改良
工事

賑岡町
畑倉地内

H24.5.28 ～
  H24.8.5

㈲大栄 1,760,000 2,020,000 東工業㈱　㈱三合　㈲大栄　室方工務店

平成 24年度 介護予防事
業二次予防対象者把握事
業業務委託

介護課
H24.5.28 ～
  H25.2.28

セコム医療
システム㈱

910,280 2,896,000

㈱アイアールエス　㈱ぎょうせい：辞退
㈱サーベイリサーチセンター　
㈱ｼﾞｬﾊﾟﾝｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ総合研究所：辞退
セコム医療システム㈱

小中学校受水槽・高架水
槽清掃業務

市内小中学校
H24.5.28 ～
  H24.8.24

㈱中央浄化槽
管理センター

380,000 515,600
㈲大月衛生社　㈲大都留清掃社
㈱中央浄化槽管理センター

防災備蓄倉庫入替用備蓄
品購入

市防災備蓄倉
庫（猿橋東、
小沢、鳥沢、
梁川）

H24.7.26 ㈲山口商事 1,525,000 1,539,048
㈲井出デバリ商店　東八防災㈱
防災設備アポロ　㈲山口商事

温水高圧洗浄機購入 消防本部 H24.7.31 ㈲山口商事 856,000 860,000
㈱小泉中部：棄権　防災設備アポロ
㈲山口商事

●６月 21日執行（指名競争入札）　

工事等の名称 工事等の場所 工事期間等 落札業者名 落札額（円）
予定価格
（円）

入札参加業者名 ( 五十音順 )

市道美咲線側溝改良工事
大月町
花咲地内

H24.6.25 ～
　H24.9.2

㈲大栄 1,770,000 2,060,000
㈱東工業　小林工業㈱
㈲大栄　㈱八千代建設　

市道強瀬中典線
ほか１路線道路改良工事

賑岡町ゆりヶ
丘地内ほか
１箇所

H24.6.25 ～
　H24.9.12

㈱東工業 2,550,000 2,630,000
㈱東工業　小林工業㈱
田原建設㈱　㈱八千代建設　

大月東中学校校舎新増改
築事業
既設プール解体工事

大月 2-15-11
H24.6.25 ～
　H24.8.31

㈱今泉製材所 6,600,000 6,715,000
池川工業㈲　㈱今泉製材所　㈱三合
田原建設㈱　宝方工務店　㈱八千代建設

大月市立大月東小学校校
舎・体育館建設事業基本
設計業務委託

大月 2-7-43
ほか

H24.6.25 ～
　H25.3.25

㈱山形一級建
築士事務所

13,500,000 14,040,000
㈱石本建築事務所　昭和設計㈱
㈱進藤設計事務所　綜合建築設計事務所
㈱馬場設計　㈱山形一級建築士事務所

大月短期大学講義棟バリ
アフリー化工事設計業務
委託

御太刀 1-16-2
H24.6.25 ～
　H25.3.29

㈱天野建築
設計事務所

4,250,000 4,476,000
㈱天野建築設計事務所　㈱進藤設計事務所
綜合建築設計事務所　㈱馬場設計
㈱山形一級建築士事務所

平成 24年度地籍調査事
業Ｃ・Ｄ・Ｅ・Ｆ－１
工程業務委託

大月 1・2・3
丁目および大
月町大月の各
一部

H24.6.25 ～
　H25.3.22

㈱テック・エン
ジニア

30,500,000 31,618,000
㈱アトラス測量　㈱ＯＭＴ
第一測量㈱　㈱テック・エンジニア
陸地測量㈱

小中学校飲料水及び
プール水水質検査業務

市内小中学校
H24.6.25 ～
　H25.3.31

㈱山梨県環境
科学検査ｾﾝﾀｰ

355,000 577,000
㈱環境管理センター：辞退　㈱メイキョー
㈱山梨県環境科学検査センター
（社）山梨県食品衛生協会

小中学校消防用設備等
保守点検業務委託

市内小中学校
H24.6.25 ～
　H25.3.31

東八防災㈱ 780,000 935,000
太陽防災㈲　東八防災㈱　東ポン商会
防災設備アポロ

消防用ホース
（消防本部用）購入

消防本部 H24.8.31 ㈲山口商事 569,000 573,000
㈲井出デバリ商店　三和防災㈱　東ポン商会
㈲中村ポンプ工作所　㈲山口商事

消防用ホース
（消防団配布用）購入

消防本部 H24.8.31 ㈲山口商事 789,000 795,000
㈲井出デバリ商店　三和防災㈱　東ポン商会
㈲中村ポンプ工作所　㈲山口商事

※落札額・予定価格は税抜き価格です。

入札結果を公表します　　～本年５～６月末日までの入札情報～

暮らしの情報
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氏　名 金　額
268 匿名 6,000
269 匿名 5,000

※
支
給
停
止
者
を
含
む

※
対
象
者
に
は
市
か
ら
書
類
を
送
付

※
提
出
が
な
い
場
合
は
、
支
給
停
止
や

　

資
格
喪
失
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

申
・
問

①
②
③
（
シ
ル
バ
ー
お
出
か
け
パ
ス
）

　

福
祉
総
務
担
当　

　

☎
(23)
８
０
３
０

③
（
障
害
者
お
出
か
け
パ
ス
）

　

障
害
者
支
援
担
当　

☎
(23)
８
０
３
１

④
子
育
て
支
援
担
当　

☎
(23)
８
０
３
２

献
血
の
お
知
ら
せ

　

あ
な
た
の
や
さ
し
さ
を
わ
け
て
く
だ

さ
い
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日　

８
月
15
日
（
水
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
　
　

午
後
０
時
30
分
〜
３
時

場　

大
月
東
小
学
校　

校
庭

問　

保
健
課　

健
康
増
進
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(23)
８
０
３
８

消
防
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
場
外
離
着
陸
場

　

市
営
総
合
グ
ラ
ン
ド
や
笹
子
河
川
公

園
は
、
人
の
生
命
に
危
機
が
生
じ
る
場

合
や
生
じ
た
場
合
、
ま
た
は
災
害
等
が

発
生
し
た
場
合
、
緊
急
時
の
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
離
着
陸
場
に
な
り
ま
す
。
競
技
等

が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
は
、
一
時
中
断

を
お
願
い
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　

市
消
防
本
部　

　

☎
(22)
０
１
１
９

福
祉
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

①
敬
老
祝
い
金
の
支
給

支
給
対
象
年
齢
と
支
給
額

　

88
歳
（
米
寿
）

　

３
千
円

　

１
０
０
歳
以
上

　

５
万
円

対
象　

満
88
歳(

米
寿)

の
方
お
よ
び

１
０
０
歳
以
上
の
方
で
あ
っ
て
、
８
月

１
日
現
在
、
本
市
に
住
所
を
有
す
る
方

※
88
歳
（
米
寿
）
の
方
に
は
、
本
市
か

　

ら
祝
状
を
贈
呈
（
配
付
は
、
各
地
区

　

の
民
生
委
員
が
行
い
ま
す
）

②
金
婚
祝
賀
式
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

日　

10
月
６
日
（
土
）

場　

市
民
会
館
３
階　

講
堂

対
象　

昭
和
37
年
中
に
ご
結
婚
さ
れ
た

ご
夫
婦

内　

記
念
撮
影
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
他

申
込
期
限　

９
月
14
日
（
金
）

※
申
込
者
に
は
後
日
招
待
状
を
送
付

③
大
月
市
シ
ル
バ
ー
お
出
か
け
パ
ス
＆

　

障
害
者
お
出
か
け
パ
ス
の
交
付

対
象　

ま
だ
申
請
し
て
い
な
い
方
や
、

新
た
に
65
歳
に
な
っ
た
（
昭
和
22
年
４

月
１
日
〜
９
月
30
日
生
）
方

申
請
期
限　

８
月
17
日
（
金
）

④
児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
・
ひ
と
り

　

親
家
庭
医
療
の
受
給
資
格
申
請
書
を

　

ご
提
出
く
だ
さ
い

提
出
期
限　

８
月
31
日
（
金
）

日 …日時・日程

場 …場所　内 …内容

申 …申込　問 …問合

暮らしの情報

　 皆 さ ん か ら 寄 せ ら れ ま し た 義 援 金 が、 総 額
15,825,887 円となりました。
　そのうち、すでに 15,600,000 円は、岩手県・宮城県・
福島県・茨城県・茨城県高萩市に贈呈しています。
　残りの 225,887 円は、次回分とし、贈呈先などは
後日お知らせします。

※義援金は、受付期間を９月 30 日まで延長して行って

　います。今後ともよろしくお願い致します。

東日本大震災に際し、心温まる東日本大震災に際し、心温まる
義援金が寄せられています義援金が寄せられています

★義援金協力者

氏　名 金　額
267 第 26 回 ONT 交流少年野球大

会参加チーム一同

4,251

問　福祉課　総務福祉担当 　☎ (23) ８０３０

★匿名希望者

※７月９日現在、受付順で掲載しています。

　番号は前号の続きです。

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募　

集

み
ん
な
の
掲
示
板

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

相　

談
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暮らしの情報

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募

集

み
ん
な
の
掲
示
板

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

相

談

夏
の
交
通
事
故
防
止
県
民
運
動

【
実
施
期
間
】

　

７
月
21
日
（
土
）
〜
８
月
20
日
（
月
）

【
重
点
目
標
】

１ 

高
齢
者
と
子
ど
も
の
交
通
事
故
防
止

２ 

全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と 

　

 

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

   

の
徹
底

３ 

自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

４ 

飲
酒
運
転
の
根
絶
と
悪
質
・
危
険

　

 

な
運
転
の
追
放

５ 

二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

【
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
】

・
ゆ
と
り
を
持
っ
て
出
掛
け
、
法
定
速

　

度
を
守
っ
て
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

・
横
断
歩
道
や
交
差
点
で
は
、
歩
行
者

　

や
自
転
車
に
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

・
長
時
間
の
運
転
は
無
理
を
せ
ず
、
こ

　

ま
め
に
休
憩
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

・
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
な
い
。
ま
た

　

運
転
す
る
方
に
は
お
酒
を
飲
ま
せ
な

　

い
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

・
夜
間
の
外
出
は
ド
ラ
イ
バ
ー
に
分
か

　

り
や
す
い
よ
う
に
、
明
る
い
色
の
洋

　

服
や
反
射
材
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

問　

市
民
課　

市
民
生
活
担
当　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(23)
８
０
２
３

知
っ
て
い
ま
す
か
？　

建
退
共
制
度

　

建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退
職
金

共
済
法
に
基
づ
き
、
建
設
現
場
労
働
者

の
福
祉
の
増
進
と
、
建
設
業
を
営
む
中

小
企
業
の
振
興
を
目
的
と
し
て
設
立
さ

れ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

加
入
で
き
る
事
業
主

　
　

建
設
業
を
営
む
方

対
象
と
な
る
労
働
者

　
　

建
設
業
の
現
場
で
働
く
方

掛
金　

日
額　

３
１
０
円

特
徴

・
国
の
制
度
で
あ
る
た
め
、
安
全
、
確

　

実
、
申
込
手
続
き
は
簡
単

・
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の
対
象

　

と
な
る

・
掛
金
の
一
部
を
国
が
負
担

・
掛
金
は
事
業
主
負
担
で
あ
る
が
、
法

　

人
は
損
金
、
個
人
で
は
、
必
要
経
費

　

と
し
て
扱
わ
れ
、
税
法
上
全
額
非
課

　

税
と
な
る

・
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
、
退
職
金
制

　

度
は
企
業
間
を
通
算
し
て
計
算

※
詳
し
い
こ
と
は
、
最
寄
り
の
建
退
共

　

支
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

建
退
共
山
梨
県
支
部

　
　

☎
０
５
５
―
２
３
５
―
４
４
２
１

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

h
ttp

://w
w
w
.k
en

taik
y
o
.

taisy
o
k
u
k
in

.g
o
.jp

/

脱
水
槽
に
よ
る
事
故
未
然
防
止

　
　
　
　
　
　
　
　

の
た
め
の
お
願
い

　

洗
濯
機
の
脱
水
槽
が
停
止
す
る
前
に

洗
濯
物
を
取
り
出
そ
う
と
し
て
、
衣
類

が
指
に
か
ら
ま
り
、
大
け
が
を
す
る
事

故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、
次
の
項
目
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

●
脱
水
槽
が
完
全
に
止
ま
る
ま
で
は
、

槽
の
中
の
洗
濯
物
に
は
絶
対
に
手
を
触

れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ゆ
っ
く
り
し
た

回
転
で
も
洗
濯
物
が
手
に
巻
き
つ
き
、

け
が
を
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

●
脱
水
中
、
ふ
た
を
開
け
て
か
ら
15
秒

以
内
に
脱
水
槽
が
止
ま
ら
な
い
場
合

は
、
故
障
の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
速

や
か
に
、
ご
購
入
の
販
売
店
ま
た
は
メ

ー
カ
ー
サ
ー
ビ
ス
窓
口
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問　

日
本
電
機
工
業
会
企
画
業
務
課

　
　

☎
０
３
―
３
５
５
６
―
５
８
８
７

調
理
技
術
審
査
・
技
能
検
定
試
験

　
　
　
　
　
　

後
期
日
程
の
お
知
ら
せ

場　

東
京
都
ほ
か　

内　

日
本
料
理
、
西
洋
料
理
、
麺
料
理

受
験
案
内
・
受
験
申
請
書
の
配
布
期
間

郵
送　

８
月
22
日
（
水
）
〜
９
月
26
日

（
水
）
※
当
日
消
印
有
効

※
窓
口
は
、
10
月
５
日
（
金
）
ま
で
可

受
験
申
請
書
の
受
付
期
間

　

９
月
３
日
（
月
）
〜
10
月
５
日
（
金
）

※
当
日
消
印
有
効

実
技
試
験
日　

平
成
25
年
１
月
19
日

（
土
）
〜
２
月
15
日
（
金
）
の
間
で
指

定
す
る
日

学
科
試
験
日　

平
成
25
年
１
月
20
日

（
日
）

※
受
験
資
格
、
受
験
手
数
料
な
ど
の
詳

　

細
は
、
要
問
合　

問　
（
社
）
調
理
技
術
技
能
セ
ン
タ
ー

調
理
技
術
審
査
・
技
能
検
定
試
験
担
当

　
　

☎
０
３
―
３
６
６
７
―
１
８
６
７

　

  

広
報
お
お
つ
き
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

広
報
お
お
つ
き
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

  

有
料
広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か
！

有
料
広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か
！

　
　

詳
細
は
、
秘
書
広
報
課
広
聴
広
報
担
当
に

　
　

詳
細
は
、
秘
書
広
報
課
広
聴
広
報
担
当
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(23)
８
０
０
５

８
０
０
５
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日 …日時・日程

場 …場所　内 …内容

申 …申込　問 …問合

大
月
短
期
大
学
特
別
聴
講
生
（
後
期
）

日　

９
月
21
日
（
金
）
〜

　
　
　
　
　

平
成
25
年
１
月
23
日（
水
）

対
象　

授
業
を
理
解
す
る
能
力
を
有
す

る
と
認
め
ら
れ
る
18
歳
以
上
の
市
内
在

住
ま
た
は
市
内
在
勤
者

申
込
方
法　

短
大
事
務
局
に
用
意
し
て

あ
る
募
集
要
項
に
よ
り
申
し
込
み

※
要
印
鑑

申
込
期
限　

８
月
20
日
（
月
）

聴
講
料　

無
料
（
教
材
費
、
実
習
費
別
）

申
・
問　

大
月
短
期
大
学
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(22)
５
６
１
１

　
　
　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
(22)
５
６
１
３

　

tan
d
ai-19206

@
city

.o
tsu

k
i.lg

.jp

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
募
集

　

第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ

き
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
基
盤
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
４
月
以
降
に
開
設
す
る
地

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
募
集
し

ま
す
。

募
集
事
業
お
よ
び
募
集
数

●
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
入

所
者
生
活
介
護･･･

１
箇
所
（
29
人
以
下
）

●
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護

看
護･･･

１
箇
所

応
募
方
法　

応
募
申
請
書
お
よ
び
必
要

書
類
を
提
出
（
提
出
部
数
８
部
（
正
本

１
部
、
副
本
７
部
））

※
詳
細
は
、
要
問
合

募
集
期
間　

　

８
月
１
日
（
水
）
〜
９
月
７
日
（
金
）

提
出
場
所　

第
２
庁
舎
１
階　

　
　
　
　
　

介
護
課　

介
護
保
険
担
当

※
要
事
前
予
約

申
・
問　

介
護
課　

介
護
保
険
担
当　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(23)
８
０
３
５

大
月
駅
前
広
場
タ
ク
シ
ー
待
機
場
・

　
　
　
　

バ
ス
乗
降
場
の
使
用
者
募
集

申
込
資
格

【
タ
ク
シ
ー
待
機
場
】

　

市
内
に
本
社
営
業
所
を
有
す
る
一
般

乗
用
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
（
道
路
運

送
法
第
３
条
第
１
号
に
掲
げ
る
運
送
事

業
）
を
経
営
す
る
方

【
バ
ス
乗
降
場
】

　

一
般
乗
合
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
お

よ
び
一
般
貸
切
旅
客
自
動
車
運
送
事
業

（
道
路
運
送
法
第
３
条
第
１
号
に
掲
げ

る
運
送
事
業
）
を
経
営
す
る
方

申
込
方
法　

申
請
書
に
よ
る
申
し
込
み

※
様
式
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照

申
込
期
間

　

８
月
６
日
（
月
）
〜
９
月
５
日
（
水
）

そ
の
他
（
添
付
書
類
）

・
本
社
又
は
営
業
所
設
置
許
可
書
の
写
し

・
車
検
登
録
証
の
写
し

・
運
行
計
画
書
（
バ
ス
乗
降
場
の
使
用

　

申
請
の
み
）

・
そ
の
他
必
要
と
認
め
る
書
類

申
・
問　

大
月
駅
周
辺
整
備
室　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(20)
１
８
６
３

暮らしの情報

産
業
技
術
短
期
大
学
校

●
能
力
開
発
講
座
（
セ
ミ
ナ
ー
）

①
ワ
ー
ド
基
礎(

第
２
回)　

　
　
　

日　

10
月
９
日
（
火
）
〜
18
日
（
木
）

の
う
ち
６
日
間　

午
後
６
時
〜
９
時

定
員　

20
名(

先
着
順)

受
講
料　

２
，
１
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
別
）

受
付
期
間　

　

８
月
９
日
（
木
）
〜
10
月
２
日
（
火
）

②
ワ
ー
ド
応
用(

第
２
回)　

　
　
　

日　

10
月
19
日
（
金
）
〜
30
日
（
火
）

の
う
ち
６
日
間　

午
後
６
時
〜
９
時

定
員　

20
名(

先
着
順)

受
講
料　

２
，
１
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
別
）

受
付
期
間

　

８
月
17
日
（
金
）
〜
10
月
12
日
（
金
）

③
Ａ
Ｓ
Ｐ.

Ｎ
Ｅ
Ｔ
入
門　

　
　
　
　

日　

９
月
27
日
（
木
）・
28
日
（
金
）　

　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

定
員　

10
名(

先
着
順)

受
講
料　

３
，
３
０
０
円

受
付
期
間　

９
月
20
日(

木)

●
共
通
事
項

※
詳
細
は
、
要
問
合

※
都
合
に
よ
り
変
更
・
中
止
あ
り

場
・
問　

県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

　
　

（
甲
州
市
塩
山
上
於
曽
１
３
０
８
）

　
　

☎
０
５
５
３
―
３
２
―
５
２
０
２

　
　
　
　

h
ttp

://w
w
w
.y
itjc.ac.jp

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募　

集

み
ん
な
の
掲
示
板

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

相　

談
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イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募

集

み
ん
な
の
掲
示
板

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

相

談

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募

集

み
ん
な
の
掲
示
板

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

相

談

暮らしの情報

都
留
高
等
技
術
専
門
校

●
短
期
課
程
訓
練
生
募
集
〈
機
械
科
〉

日　

10
月
〜
平
成
25
年
３
月

　
　

午
前
８
時
40
分
〜
午
後
３
時
50
分

対
象　

求
職
者

　
　
　

（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
の
申
込
者
）

受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
等
別
）

申
込
期
限　

９
月
11
日
（
火
）

●
能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー
訓
練
生
募
集

①
品
質
管
理
の
基
礎

日　

10
月
17
日
（
水
）
〜
19
日
（
金
）
の

３
日
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

対
象　

管
理
者
や
監
督
者
の
方

受
付
開
始
日　

８
月
17
日
（
金
）

②
接
遇
・
応
対
の
た
め
の
英
会
話
（
初
級
）

日　

10
月
22
日
（
月
）
〜
31
日
（
水
）

の
間
の
う
ち
６
日
間　

午
後
６
時
〜
９
時

対
象　

英
会
話
に
興
味
の
あ
る
方

受
付
開
始
日　

８
月
22
日
（
水
）

①
②
共
通
事
項

受
講
料　

２
，
１
０
０
円

申　

規
定
用
紙
で
の
申
込(

Ｆ
Ａ
Ｘ
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
可
）

※
定
員
あ
り
・
先
着
順

※
詳
細
は
、
要
問
合

場
・
問　

県
立
都
留
高
等
技
術
専
門
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(43)
８
９
１
１

　
　
　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
(43)
８
９
１
２

h
ttp
://w
w
w
.p
re
f.y
a
m
a
n
a
sh
i.jp
/

k
g
isen
-tr/in

d
ex
.h
tm
l

山
梨
県
職
業
能
力
開
発
協
会

●
能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

①
知
的
財
産
管
理
講
座　

　
　
　
　
　

日　

９
月
11
日
（
火
）・
13
日
（
木
）・

18
日
（
火
）・
20
日
（
木
）・
25
日
（
火
）

27
日
（
木
）　

　
　

午
後
６
時
〜
９
時
（
計
18
時
間
）

受
講
料　

１
０
，
０
０
０
円
（
会
員
）

　
　
　
　

１
２
，
０
０
０
円
（
非
会
員
）

申
込
期
限　

９
月
４
日(

火)

午
後
４
時

②
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー　

　
　

日　

９
月
25
日(

火)

・
26
日(

水)
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

受
講
料　

８
，
５
０
０
円
（
会
員
）

　
　
　
　

１
０
，
５
０
０
円
（
非
会
員
）

申
込
期
限　

９
月
18
日(

火)

午
後
４
時

③
ア
ク
セ
ス
活
用　

　
　
　
　
　
　
　

日　

９
月
26
日
（
水
）
〜
28
日
（
金
）・

10
月
１
日
（
月
）
〜
３
日
（
水
）

　

午
後
６
時
〜
９
時
（
計
18
時
間
）

受
講
料　

８
，
５
０
０
円
（
会
員
）

　
　
　
　

１
０
，
５
０
０
円
（
非
会
員
）

申
込
期
限　

９
月
19
日(

水)

午
後
４
時

④
人
事
・
人
材
開
発
２
級

　

（
報
酬
管
理
と
人
材
開
発
）

日　

９
月
16
日(

日)

・
23
日(

日)

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

受
講
料　

４
，
５
０
０
円
（
会
員
）

　
　
　
　

４
，
７
５
０
円
（
非
会
員
）

申
込
期
限　

９
月
10
日
（
月
）

●
共
通
事
項

場　

山
梨
県
中
小
企
業

　
　
　
　
　
　
　

人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

　
　

(

甲
府
市
大
津
町
２
１
３
０-

２)

定
員　

20
名
（
先
着
順
）

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
、
中
止
あ
り

※
詳
細
は
、
要
問
合

問　

山
梨
県
職
業
能
力
開
発
協
会

　
　
　

０
５
５
‐
２
４
３
‐
４
９
１
６

　
　
　

h
ttp

://w
w
w
.y
av

ad
a.jp

/

放
送
大
学
第
２
学
期
（
10
月
生
）
募
集

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の

放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学

ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文

学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
が

学
べ
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業

し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、

様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の

方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

出
願
期
限　

８
月
31
日
（
金
）

※
資
料
請
求
可
（
無
料
）

※
詳
細
は
、
要
問
合

問　

放
送
大
学
山
梨
学
習
セ
ン
タ
ー　

　
　

☎
０
５
５
―
２
５
１
―
２
２
３
８

山
梨
職
業
訓
練
支
援
セ
ン
タ
ー

●
職
業
訓
練
生
募
集
（
各
コ
ー
ス
）

①
テ
ク
ニ
カ
ル
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科

②
金
属
加
工
科　

③
電
気
設
備
科

④
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
サ
ー
ビ
ス
科

日　

10
月
３
日
（
水
）

　
　
　
　

〜
平
成
25
年
３
月
29
日（
金
）

対
象　

再
就
職
に
必
要
な
技
能
・
技
術

を
身
に
つ
け
た
い
方

定
員　

①
③
④
各
18
名　

②
16
名

受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

申
込
方
法　

最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

で
申
し
込
み

申
込
期
限　

９
月
５
日
（
水
）

場
・
問

　
　
　

山
梨
職
業
訓
練
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
５
５
―
２
４
２
―
３
０
６
６

「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好

　
　
　
　

親
善
事
業
」
の
参
加
者
募
集

対
象　

戦
没
者
の
遺
児

内
容　

父
等
が
戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪

れ
、
慰
霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、
同

地
域
の
住
民
と
友
好
親
善
を
図
る

費
用　

９
万
円
（
参
加
費
）

※
詳
細
は
、
要
問
合

問　

（
財
）
日
本
遺
族
会
事
務
局

　
　
　

０
３
―
３
２
６
１
―
５
５
２
１

申　

山
梨
県
遺
族
会

　
　
　

０
５
５
―
２
５
２
―
７
６
６
４
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市
制
施
行
58
周
年
記
念
式
典

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

日　

８
月
８
日
（
水
）　

午
前
10
時

場　

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

問　

秘
書
広
報
課　

秘
書
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(23)
８
０
０
４

サ
ッ
カ
ー
教
室

日　

９
月
１
日
（
土
）

　
　
　

午
後
３
時
30
分
（
２
時
間
程
度
）

場　

市
勤
労
青
年
セ
ン
タ
ー

講
師　

ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
・
市
サ

ッ
カ
ー
協
会

対
象　

幼
児
（
年
中
）
〜
小
学
２
年
生

※
市
内
在
住
者

定
員　

50
名
（
先
着
順
）

持
ち
物　

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ

ル
、
飲
み
物

問　

社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(23)
８
０
５
１

暮らしの情報

日 …日時・日程

場 …場所　内 …内容

申 …申込　問 …問合

子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

か
ら
の
イ
ベ
ン
ト
案
内

①
児
童
館
夏
祭
り

日　

８
月
９
日
（
木
）
午
前
10
時
〜
正
午

場　

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
６
階

対
象　

市
内
在
住
の
児
童
（
自
由
参
加
）

内　

ヨ
ー
ヨ
ー
・
わ
な
げ
な
ど
（
有
料
）

②
親
子
遊
び

日　

８
月
21
日
（
火
）・
24
日
（
金
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

対
象　

０
歳
〜
未
就
学
児
童

定
員　

20
組
（
要
予
約
）

内　

手
遊
び
・
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な
ど

持
ち
物　

子
ど
も
の
身
の
回
り
品
（
着

替
え
・
お
む
つ
・
ミ
ル
ク
）

③
整
体　

無
料
体
験

日　

８
月
27
日
（
月
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

対
象　

市
内
在
住
の
２
歳
前
後
の
お
子

さ
ん
の
母
親

定
員　

４
名
（
要
予
約
）

内　

産
後
の
身
体
の
ゆ
が
み
の
矯
正
等

※
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加

※
１
人
40
分
程
度

②
③
共
通
事
項

場　

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

　
　

（
児
童
館
）

受
付
開
始
日　

８
月
６
日
（
月
）

問　

子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(23)
１
１
５
２

男
性
の
料
理
教
室

日　

９
月
15
日
（
土
）
午
前
９
時
30
分

場　

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

　
　

（
栄
養
指
導
室
）

定
員　

12
名　

（
先
着
順
）

メ
ニ
ュ
ー

・
い
わ
し
の
つ
み
れ
焼
き

・
里
芋
と
き
の
こ
の
煮
も
の

・
大
根
と
人
参
の
甘
酢
漬
け

材
料
費　

５
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
窓
口

実
施
主
体　

大
月
市
保
健
活
動
推
進
員

会
・
市

申
・
問　

保
健
課　

健
康
増
進
担
当　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(23)
８
０
３
８

将
棋
道
場
（
自
由
対
局
）

日　

８
月
４
日
（
土
）・
18
日
（
土
）　

　
　

９
月
15
日
（
土
）・
29
日
（
土
）

　
　

10
月
６
日
（
土
）・
20
日
（
土
）

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場　

市
民
会
館
４
階

対
象　

小
学
生
以
上
（
初
心
者
歓
迎
）

会
費　

一
般
２
０
０
円

　
　
　
　

（
高
校
生
以
下
無
料
）

問　

将
棋
連
盟　

小
林
敬
三　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(26)
５
２
０
４

　
　

（
事
務
局
）　

市
民
会
館　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(22)
４
８
１
１

「
大
ツ
キ
軽
ト
ラ
市
」
実
施

　

今
年
も
「
大
ツ
キ
軽
ト
ラ
市
」
を
実

施
し
ま
す
。
詳
細
は
、
次
号
に
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

日　

10
月
20
日
（
土
）
予
定

問　

賑
わ
い
づ
く
り
協
議
会

　
　
　
　

（
大
月
商
店
街
協
同
組
合
内
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(22)
０
４
４
４

　
　

産
業
観
光
課　

商
工
統
計
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(20)
１
８
３
０

深
城
ダ
ム
夏
休
み
イ
ベ
ン
ト

日　

８
月
10
日
（
金
）

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

内①
ダ
ム
内
見
学
会

・
ダ
ム
内
部
の
探
検
、
ビ
デ
オ
上
映

※
各
回
定
員
15
名

②
ボ
ー
ト
乗
船
会

・
１
回
20
分
（
計
16
回
予
定
）

※
各
回
定
員
４
名

※
雨
天
中
止
の
場
合
あ
り

予
約
受
付
期
限　

８
月
９
日
（
木
）　

※
土
日
・
祝
日
を
除
く

※
予
約
優
先
・
先
着
順
（
当
日
受
付
可
）

申
・
問　

県
深
城
ダ
ム
管
理
事
務
所

　
　

（
七
保
町
瀬
戸
２
３
０
８
―
１
１
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(24)
７
０
６
２

h
ttp

://w
w

w
.p

re
f.y

a
m

a
n
a
sh

i.jp
/

d
am

u
-fk

/in
d
ex

.h
tm

l

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募　

集

み
ん
な
の
掲
示
板

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

相　

談
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イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募

集

み
ん
な
の
掲
示
板

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

相

談

暮らしの情報

下
水
道
ま
つ
り

　

９
月
の
「
下
水
道
の
日
」
の
行
事
の

一
環
と
し
て
、
毎
年
、
下
水
道
ま
つ
り

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

日　

９
月
９
日
（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

※
雨
天
決
行
で
す
が
、
一
部
の
催
し
物

　

は
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

内　

下
水
道
施
設
見
学
会
、
下
水
道
教

室
、
下
水
道
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
抽
選

会
、
来
場
記
念
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど

※
駐
車
場
あ
り

場
・
問　

桂
川
清
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

（
梁
川
町
塩
瀬
８
０
０
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(26)
３
４
０
１

や
ま
な
し
ク
ラ
フ
ト
展

日　

８
月
３
日
（
金
）
〜
９
月
17
日
（
月
）

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
期
間
中
は
、
休
館
日
な
し　

場　

県
郡
内
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

内　

県
内
在
住
の
ク
ラ
フ
ト
作
家
15
名

の
作
品
展
（
ガ
ラ
ス
工
芸
・
陶
芸
・
彫

金
等
）

※
入
場
無
料
・
作
品
の
販
売
も
あ
り

問　

山
梨
県
郡
内
地
域
地
場
産
業

　
　
　
　
　
　

振
興
セ
ン
タ
ー　

羽
田

　
　

☎
０
５
５
５
―
２
４
―
４
４
０
６

富士北麓公園　秋期スポーツ教室

★８回１期の開催★

教室名 時間 曜日 日程 参加料 定員 会場 内容

ビューティー
ペルヴィス Ｒ 10:00 ～ 11:30 火 9/4・11・18・25

10/2・9・16・23
4,000 円
　　/ 期 20 人

富士北麓公園
体育館

２階体育室

全身を動かすことでペルヴ
ィス（骨盤調整）を行い、
楽しみながら正しい姿勢に
なり、ダイエット効果も抜
群です。

ピラティス 19:30 ～ 21:00 水
9/5・12・19・26
10/3・10・17・
24

4,000 円
　　/ 期 20 人

富士北麓公園
体育館

２階体育室

身体の深部の筋肉（インナ
ーマッスル）を意識し行い
ます。姿勢改善・健康保持
など様々な悩みの解決を目
的とします。

ベーシックヨガ
（昼コース） 10:00 ～ 11:30 木

9/6・13・20・27
10/4・11・18・
25

4,000 円
　　/ 期 40 人

富士北麓公園
体育館

サブアリーナ

呼吸と瞑想を通じて身体の
バランスを整え、心身共に
リラックスした健康的な身
体つくりができます。

ベーシックヨガ
（夜コース） 20:00 ～ 21:30 金

9/7・14・21・28
10/5・12・19・
26　

4,000 円
　　/ 期 20 人

富士北麓公園
体育館

２階体育室

呼吸と瞑想を通じて身体の
バランスを整え、心身共に
リラックスした健康的な身
体つくりができます。

★１日単位で開催される教室★

教室名 時間 曜日 日程 参加料 定員 会場 内容

エンジョイ
グラウンド

ゴルフ
10:00 ～ 11:30 火 9/4・11・18・25 300 円　

　/ 回 20 人 陸上競技場他
誰もが気軽に参加でき、設
定されたコースを回る事が
できます。

受付期間　　８月１日（水）～ 31 日（金）　午前９時～午後５時　※ 先着順

受付方法　　電話または直接　※一人で複数の方の申し込みは不可

対象　　　　18 歳以上の方（ただし高校生は不可）

必要事項　　氏名、年齢、性別、住所、電話番号他　　

申・問　　　山梨県体育協会　富士北麓公園管理事務所　　☎０５５５－２４－３６５１

　　　　　　　　（富士吉田市上吉田立石５０００）
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イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募　

集

み
ん
な
の
掲
示
板

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

相　

談

第
18
回　

大
月
空
襲　

戦
争
と
平
和
展

　

１
９
４
５
年
８
月
13
日
、
朝
８
時
20

分
。
大
月
を
襲
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
戦
闘

機
に
よ
っ
て
、
多
く
の
尊
い
命
が
奪
わ

れ
ま
し
た
。

日　

８
月
９
日
（
木
）

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
８
時

　
　

８
月
10
日
（
金
）

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

場　

市
民
会
館
１
階
ロ
ビ
ー
ほ
か

主
催　

大
月
市
平
和
を
考
え
る
会

内●
常
設
展
示

大
月
空
襲
・
戦
時
中
の
生
活
・
上
野
原

上
空
の
戦
闘
の
資
料
・
小
中
学
生
の
作

品
な
ど

●
特
別
展
示

・
東
日
本
大
震
災
に
関
わ
る
パ
ネ
ル

主
な
イ
ベ
ン
ト

●
８
月
９
日
（
木
）

・
大
月
空
襲
遺
跡
ハ
イ
ク
（
午
前
）

・
戦
時
中
の
食
事
再
現
（
昼
）

・
平
和
を
考
え
る
ア
ニ
メ
映
画
上
映　

　

（
午
後
）
な
ど

●
８
月
10
日
（
金
）

・
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
（
午
前
）

・
平
和
を
考
え
る
ア
ニ
メ
映
画
上
映

　

（
午
前
）
な
ど

※
入
場
無
料

問　

北
都
留
教
育
会
館
☎

（22）
１
８
１
１

木
の
実
を
使
っ
た
置
物
作
り

日　

９
月
１
日
（
土
）　

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

場　

富
士
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
階
研
修
室

定
員　

40
名
（
先
着
順
）

内　

ト
ウ
ヒ
の
実
、
ヒ
ノ
キ
の
実
、
ド

ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
等
を
使
い
、
木
の
妖
精

の
よ
う
な
お
洒
落
な
置
物
作
り

材
料
費　

２
，
０
０
０
円

問　

県
緑
化
セ
ン
タ
ー　

　
　

☎
０
５
５
―
２
７
６
―
２
０
２
０

植
木
と
緑
地
管
理
技
能
講
習
会

日　

９
月
11
日
（
火
）
〜
24
日
（
月
）

の
間
の
９
日
間

場　

楽
山
運
動
公
園
（
都
留
市
）

対
象　

就
業
・
就
職
を
希
望
す
る
55
歳

以
上
の
高
年
齢
者

※
公
共
職
業
安
定
所
に
事
前
の
求
職
登

　

録
が
必
要

定
員　

20
名
（
定
員
を
超
え
る
場
合

は
、
書
類
選
考
等
あ
り
）

受
講
料　

無
料

申
込
締
切
日　

８
月
31
日
（
金
）

申
・
問　

（
公
社
）
山
梨
県
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

　
　

☎
０
５
５
―
２
２
８
―
８
３
８
３

(

公
社)

東
部
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
大
月
事
務
所　

☎
(22)
２
９
０
０

ぴ
ゅ
あ
富
士
か
ら
の
お
知
ら
せ

①
ぴ
ゅ
あ
富
士
コ
ン
サ
ー
ト

日　

８
月
25
日
（
土
）

　
　
　

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

場　

ぴ
ゅ
あ
富
士
１
階
ロ
ビ
ー　

演
奏　

大
月
吹
奏
楽
団

内　

日
本
の
情
景
「
秋
」（
里
の
秋
、

も
み
じ
な
ど
）、
時
代
劇
ス
ペ
シ
ャ
ル
、

嵐
メ
ド
レ
ー
、
楽
器
紹
介
コ
ー
ナ
ー

定
員　

50
名

参
加
費　

無
料

②
子
ど
も
体
験
講
座
「
流
し
そ
う
め
ん
」

日　

８
月
11
日
（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

場　

ぴ
ゅ
あ
富
士
（
正
面
玄
関
横
）

講
師　

石
川
和
男
氏
、
石
川
ま
さ
こ
氏

定
員　

親
子
30
名　

参
加
費　

１
人
５
０
０
円

持
ち
物　

軍
手
、
タ
オ
ル
、
飲
物

③
子
ど
も
体
験
講
座

　

「
科
学
を
楽
し
む
・
重
曹
で
い
ろ
い

ろ
な
も
の
を
作
っ
て
み
よ
う
」

日　

８
月
18
日
（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

場　

ぴ
ゅ
あ
富
士
工
芸
・
美
術
室

講
師　

石
川
和
男
氏

内　

重
曹
を
使
っ
た
洗
剤
や
入
浴
剤
、

ラ
ム
ネ
作
り
な
ど

定
員　

30
名

　
　
　

（
未
就
学
児
は
、
保
護
者
同
伴
）

参
加
費　

１
セ
ッ
ト
８
０
０
円

④
親
子
で
ア
ウ
ト
ド
ア
「
ロ
ー
プ
ワ
ー

ク
と
テ
ン
ト
の
使
い
方
」

日　

９
月
８
日
（
土
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場　

ぴ
ゅ
あ
富
士
隣
の
神
社
の
境
内

講
師　

石
川
和
男
氏

内　

使
え
る
ロ
ー
プ
の
結
び
方
と
テ
ン

ト
の
使
い
方

定
員　

10
家
族
（
１
家
族
５
名
程
度
）

参
加
費　

１
家
族
８
０
０
円

　
　
　
　
　

（
ロ
ー
プ
代
２
本
）

持
ち
物　

軍
手
又
は
皮
手
袋
、
飲
み
物

申
・
問　

県
立
男
女
共
同
参
画
推
進
セ

ン
タ
ー
・
ぴ
ゅ
あ
富
士　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(45)
１
６
６
６

人
権
啓
発
講
演
会

　

高
齢
者
の
人
権
を
テ
ー
マ
に
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

日　

８
月
９
日
（
木
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
開
演

場　

都
の
杜
う
ぐ
い
す
ホ
ー
ル
（
小
ホ
ー
ル
）

　
　
　

（
都
留
市
上
谷
１
８
８
８
―
１
）

講
師　

小
谷
あ
ゆ
み
氏

　
　
　
　

（
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

問　

県
企
画
県
民
部

　
　
　

県
民
生
活
・
男
女
参
画
課　

　
　
　
　
　
　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
人
権
担
当

　
　

☎
０
５
５
―
２
２
３
―
１
３
５
１
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県
環
境
科
学
研
究
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

①
も
り
の
お
は
な
し
か
い

　
　
　
　
　

〜
絵
本
の
読
み
き
か
せ
〜

日　

８
月
19
日(

日)

　
　
　

午
前
10
時
30
分
／
午
後
２
時

　
　
　

所
要
時
間　

１
回
約
30
分

対
象　

幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年

内　

自
然
や
環
境
に
関
す
る
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
や
ゲ
ー
ム
、
森
の
観
察
な
ど

②
動
物
写
真
展

日　

９
月
２
日(

日)

ま
で
開
催

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

対
象　

ど
な
た
で
も

内　

県
内
の
生
き
物
の
姿
や
暮
ら
し
ぶ

り
を
写
真
や
解
説
パ
ネ
ル
で
紹
介

監
修　

中
川
雄
三
氏
な
ど

③
森
の
ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク

日　

８
月
２
日
（
木
）
〜
31
日
（
金
）

ま
で
の
水
曜
を
除
く
毎
日 

　

午
前
10
時
／
11
時

　

午
後
１
時
／
２
時
／
３
時

　

（
所
要
時
間　

１
回
約
50
分
）

対
象　

ど
な
た
で
も

内　

研
究
所
周
辺
の
動
植
物
の
様
子
や

富
士
山
の
成
り
立
ち
な
ど
の
説
明
を
聞

き
な
が
ら
森
の
中
を
歩
く

ガ
イ
ド　

県
環
境
科
学
研
究
所
環
境
教

育
ス
タ
ッ
フ
・
補
助
ス
タ
ッ
フ

申　

不
要
（
た
だ
し
、
10
名
以
上
の
場

合
は
、
要
予
約
）

●
共
通
事
項

定
員
な
し
・
参
加
費
無
料　

場
・
問　

山
梨
県
環
境
科
学
研
究
所

　
　
　
　
　
　

環
境
教
育
・
情
報
担
当

　

①
に
つ
い
て

　
　

☎
０
５
５
５
―
７
２
―
６
２
０
２

　

②
③
に
つ
い
て

　
　

☎
０
５
５
５
―
７
２
―
６
２
０
３

お
天
気
フ
ェ
ア
２
０
１
２

日　

８
月
25
日
（
土
）

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

場　

甲
府
地
方
気
象
台

　
　

（
甲
府
市
飯
田
４
―
７
―
２
９
）

対
象　

小
中
学
生
及
び
そ
の
保
護
者
な

ど
（
特
に
制
限
は
な
し
）

参
加
費　

無
料
（
予
約
不
要
）

内　

気
象
台
見
学
コ
ー
ナ
ー
、
お
天
気

キ
ャ
ス
タ
ー
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
実
験
体

験
コ
ー
ナ
ー
、
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
な
ど

そ
の
他　

気
象
台
に
は
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
少
な

い
た
め
、
徒
歩
や
バ
ス
等
の
公
共
交
通

機
関
を
利
用
し
て
ご
来
場
く
だ
さ
い

※
台
風
お
よ
び
災
害
等
に
よ
り
中
止
の

　

可
能
性
あ
り　

問　

甲
府
地
方
気
象
台
総
務
課　

原
田

　
　

☎
０
５
５
―
２
２
２
―
３
６
３
４

桂
川
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　
　

か
ら
の
お
知
ら
せ

①
親
子
で
調
査
！

　
　
　
　
　

動
物
の
森
探
検
キ
ャ
ン
プ

日　

８
月
17
日
（
金
）
午
後
２
時　

　

　
　
　
　
　

〜
18
日
（
土
）
午
後
２
時

　
　
　
　
　
　

（
１
泊
２
日
テ
ン
ト
泊
）

内　

ナ
イ
ト
ア
ニ
マ
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
、
夜
は
動
物
気
分
で
屋
根
も
壁
も
な

い
蚊
帳
で
寝
転
が
っ
て
み
よ
う 

②
ウ
ェ
ル
ネ
ス
夏
ま
つ
り

　

〜
か
ら
だ
も
で
ん
き
も
大
切
に
！
〜 

日　

８
月
24
日
（
金
）

　
　
　

午
後
２
時
〜
７
時
30
分

内　

家
庭
の
消
費
電
力
を
抑
え
る
た
め

に
公
園
に
集
合
し
、
屋
台
、
竹
あ
そ

び
、
流
し
そ
う
め
ん
、
線
香
花
火
な
ど 

③
ス
イ
カ
割
り
大
会 

日　

８
月
12
日(

日)　

　
　
　

午
前
11
時
／
午
後
１
時

　
　
　
　

（
各
回
15
分
程
度
） 

内　

ス
イ
カ
割
り
、
試
食
（
ス
イ
カ
が

な
く
な
り
次
第
、
終
了
） 

④
ハ
ー
ブde

お
茶
会 

日　

８
月
９
日
（
木
）
午
前
11
時
〜
正
午

内　

ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
の
試
飲
と
ク
ラ
フ

ト
体
験

⑤
ハ
ー
ブ
ク
ッ
キ
ン
グ 

日　

８
月
21
日
（
火
）

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

内　

ハ
ー
ブ
園
に
あ
る
ハ
ー
ブ
を
使
っ

て
、
簡
単
に
で
き
る
ク
ッ
キ
ン
グ 

●
共
通
事
項　

対
象

①
幼
児
以
上
の
お
子
さ
ま
を
持
つ
家
族

②
ど
な
た
で
も　

③
④
⑤
小
学
生
以
上

定
員　

　

①
約
20
名　

②
な
し　

③
約
30
名　

④
⑤
約
20
名

参
加
料　

①
大
人
６
，
０
０
０
円　

　

子
ど
も
４
，
０
０
０
円

②
③
無
料　

④
ク
ラ
フ
ト
希
望
者
は
有
料

⑤
１
人
５
０
０
円
（
３
歳
以
下
無
料
）

申
込
方
法　

①
⑤
予
約
、
窓
口
・
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
参
加
者
全
員

の
名
前
、
住
所
、
電
話
番
号
、
年
齢

（
お
子
様
の
み
）、
性
別　

（
先
着
順
）

※
お
申
込
み
さ
れ
た
方
に
詳
細
を
お
伝

　

え
し
ま
す

②
な
し

③
④
開
始
15
分
前
か
ら
受
付
（
先
着
順
）

申
・
問　

桂
川
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク

　
　
　
　
　

里
山
交
流
館
内　

　
　
　
　
　

公
園
管
理
事
務
所　

村
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(20)
３
０
８
０

　
　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
☎
(26)
５
４
４
４

　

 　
　

in
fo
@
w
elln

essp
ark

.n
e.jp

 

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募

集

み
ん
な
の
掲
示
板

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

相

談
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みんなの掲示板
日＝日時、日程　練＝練習日　場＝場所　内＝内容

対＝対象者　定＝定員　￥＝参加料、会費　主＝主催

持＝持ち物　申＝申込方法　問＝問合先　他＝その他

暮らしの情報

里山サマースクールのお知らせ
①野草の観察会と薪のお風呂を焚く体験
■日＝８月５日（日）
■対＝小学生以上（低学年者は保護者同伴）
②ツリークライミングとキッズヨガ
■日＝８月５日（日）
■対＝小学生以上（保護者同伴）
[共通事項]
■場＝駒橋地内
■持＝水筒、お弁当、虫よけ、タオル、着替え、長
そでシャツ、手袋、ビニール袋、筆記用具、ノート
■￥＝無料（保険料は主催者で負担）
■問＝里山を元気にする会　☎(23)１１６９

第11回平和を願う朗読会
■日＝８月５日（日）午後２時～４時
■場＝市立図書館・２階映像ホール
■内＝朗読（朗読ボランティア如月の会）
「大月空襲体験記」、「言葉で伝える大月空
襲・八月十三日」など
■￥＝入場無料
■問＝如月の会　平嶋　☎(23)１９７６

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募　

集

み
ん
な
の
掲
示
板

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

相　

談

スククク のルの せせせ里里山里山里山里山山山ササマサママサマ ススクククスクククク ルルのルののルのおおおおお知お知お知お知ららら知ららせらせらせせせせマ スク ルのお知らルのお知らせ山山里山ササマ里山里里里里里里里里

第１回関東少年少女空手道選手権大会
　７月１日に埼玉県立武道館で開催された大
会の結果をお知らせします。
小学４年女子形の部 第５位 黒部芹菜（猿橋小）
小学６年女子形の部 第５位 黒部佑衣（猿橋小）
■問＝北神館空手道スポーツ少年団　浅川
☎０９０－７８１６－７５１６
「団員募集！毎週火曜日、総合体育館で稽古中」

県
下
一
斉
無
料
法
律
相
談
会

 

定
例
の
法
律
相
談
に
加
え
、
８
月
は
、

山
梨
県
弁
護
士
会
に
よ
る
無
料
法
律
相

談
会
を
実
施
し
ま
す
。
法
律
的
な
ご
相

談
で
し
た
ら
ど
ん
な
内
容
で
も
結
構
で

す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日　

８
月
28
日
（
火
）

　
　
　

午
後
1
時
〜
４
時

場　

市
役
所
内

相
談
者
人
数　

　

６
名
（
相
談
時
間
お
１
人
30
分
）

予
約
方
法

　

電
話
予
約

　

※
平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　

（
８
月
27
日（
月
）は
午
前
11
時
ま
で
）

　

※
定
員
６
名
に
な
り
次
第
締
め
切
り

　
　

ま
す

申
・
問　

市
民
課　

市
民
生
活
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(23)
８
０
２
３

　
　

相

談

そ
 う

だ
 ん

冷たいおつけだんご料理教室
■日＝８月22日（水）午後７時～８時
■場＝大月区民会館
■￥＝５００円（材料費）
■持＝エプロン、三角巾、筆記用具
■申＝要予約
■問＝三田村　☎(25)２６３６

大ツキ夕やけ市
■日＝８月18日（土）
　　　午後３時～５時（※小雨決行）
■場＝大月駅前広場周辺
■内＝お寶市同時開催！
　　　地元の新鮮野菜・飲食店のおすすめの
　　　商品・商店街の掘出し物が沢山
■問＝大ツキ夕やけ市実行委員会　
　　　　　　　　　　　天野☎(22)１３７２

路線バスの夏季ダイヤについて
　大月市管内路線バスは、夏季ダイヤでの運
行となりますのでご注意ください。
■日＝８月６日（月）～16日（木）
■場＝大月市管内全路線
■内＝休日ダイヤで運行
■問＝富士急山梨バス（株）大月営業所
　　　　　　　　　　　☎（22）６６００

ミュージックフェスタ「THE PLAYER」開催！
■日＝８月11日（土）開演：午後１時30分～
■場＝上野原文化ホール「もみじホール」内
■内＝音楽のジャンルにとらわれないオール
ラウンドのミュージックフェスタ（ロック、
ギター弾き語り、ゴスペル、ジャズなど）
※東日本大震災復興支援事業として開催
■￥＝１，０００円　※入場料一部は義援金
■問＝「THE　PLAYER」企画委員会　伊藤　
　　　　　　☎０９０－１６０６-５９４５
「バース・オブ・ジョイ」メンバー募集
■日＝毎週月曜日　午後８時～９時30分
■場＝大月市内（大月駅前）
■内＝今回は、中高大学生のメンバーを募集
します。（小学生も応相談）ライブやイベン
トを通して音楽仲間を増やしましょう！！
（体験参加随時可能です） 
■対＝歌の好きな方（年齢性別不問）
■問＝バース・オブ・ジョイ　伊藤
　　　　　　☎０９０－１６０６-５９４５



　　　

◆
付
加
保
険
料
と
付
加
年
金
の
額

　

付
加
保
険
料
は
月
額
４
０
０
円
で

す
。
年
金
の
額
は
、「
２
０
０
円
×
付

加
保
険
料
を
納
め
た
月
数
」
の
式
で
計

算
さ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
付
加
保
険
料

を
５
年
間
（
60
か
月
）
納
め
た
と
き
の

総
付
加
保
険
料
額
の
２
４
，
０
０
０
円

（
４
０
０
円
×
60
か
月
）
に
対
し
、
65

歳
か
ら
老
齢
基
礎
年
金
と
い
っ
し
ょ
に

支
給
さ
れ
る
付
加
年
金
の
額
は
年
額

１
２
，
０
０
０
円
（
２
０
０
円
×
60
か

月
）
と
な
り
ま
す
。
付
加
年
金
を
二
年

間
受
給
す
る
と
、
納
付
し
た
付
加
保
険

料
総
額
と
同
額
に
な
り
ま
す
（
上
記
の

付
加
年
金
額
は
、
65
歳
か
ら
受
給
し
た

場
合
の
金
額
で
す
）。
つ
ま
り
、
二
年

間
で
元
金
が
か
え
っ
て
く
る
わ
け
で

す
。
こ
れ
は
、
付
加
保
険
料
を
10
年
納

め
た
方
、
40
年
納
め
た
方
に
つ
い
て
も

同
じ
こ
と
が
言
え
ま
す
。

　

公
的
年
金
を
損
得
勘
定
で
考
え
る
の

に
は
一
部
の
ご
意
見
も
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
厳
し
い
「
超
低
金
利
時
代
」
に
あ

っ
て
は
、
朗
報
と
言
え
る
制
度
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

付
加
年
金
は
老
齢
基
礎
年
金
と
い
っ

し
ょ
に
支
給
さ
れ
る
た
め
、
繰
上
げ
支

給
ま
た
は
繰
下
げ
支
給
を
し
た
と
き
に

は
、
本
体
の
老
齢
基
礎
年
金
と
同
じ
割

合
で
減
額
ま
た
は
増
額
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
物
価
の
上
下
に

国 保 ・ 高 齢 者 医 療

～国民健康保険税・後期高齢者医療保険料は、納期限までに忘れずに納めましょう～

対
応
し
た｢

物
価
ス
ラ
イ
ド
制
度｣

は

あ
り
ま
せ
ん
。

◆
付
加
保
険
料
を
納
め
ら
れ
る
方

①
自
営
業
者
な
ど
の
国
民
年
金
の
第
一

号
被
保
険
者
の
方

②
国
民
年
金
の
任
意
加
入
の
方
も
納
め

ら
れ
ま
す
が
、
65
歳
以
降
も
任
意
加
入

に
継
続
し
て
加
入
さ
れ
る
場
合
は
、
65

歳
に
な
る
と
付
加
保
険
料
は
納
め
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
。

◆
付
加
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
方

①
半
額
免
除
な
ど
の
一
部
免
除
を
含

め
、
保
険
料
を
免
除
さ
れ
て
い
る
方

②
国
民
年
金
基
金
に
加
入
中
の
方

◆
付
加
保
険
料
の
納
付

申
し
込
ん
だ
月
分
か
ら
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
納
付
期
限
を
過
ぎ
る
と
納
め
ら

れ
な
く
な
り
、
改
め
て
申
し
込
み
を
し

て
頂
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。(

付
加
保

険
料
を
納
付
で
き
る
の
は
、
定
額
保
険

料
を
納
付
し
た
月
分
に
限
ら
れ
て
い
ま

す
。）
ま
た
、
口
座
振
替
や
割
安
に
な

る
前
納
制
度
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

納
付
を
や
め
て
も
掛
け
捨
て
に
な
り
ま

せ
ん
。
納
付
期
限
は
翌
月
末
日
（
休

日
・
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）
で
す
。

　

付
加
保
険
料
の
手
続
き
と
相
談
先

は
、
市
民
課
の
窓
口
ま
た
は
住
所
地
を

管
轄
す
る
年
金
事
務
所
と
な
っ
て
い
ま

す
。

問合　日本年金機構　大月年金事務所　☎ (22) ７９３９
　　　市民課　戸籍住民担当　☎ (23) ８０２２国民年金

「県単老人医療受給者証をお持ちの方へ」

　68歳・69 歳の方で、県単老人医療受給者証をお持ちの方の受給資格の判定を行いました。 

　県単老人医療受給者証が交付される方、また、判定の結果資格を喪失する方には、通知を差し上げて

います。交付される方で、まだ手続きが済んでいない方はお早めに手続きをお願いします。

「高齢受給者証をお持ちの方へ」

　国民健康保険に加入している 70 歳～ 74 歳の方の高齢受給者証につきましては、８月１日を基準日

として負担割合の見直しを行いました。

　新しい高齢受給者証が送付されております。ご確認をしていただき、お手元に届いていない方はお問

い合わせください。

「保険証を大切にしましょう」

　保険証は、国保に加入しているという証明書です。加入者一人につき一枚交付されます。

　医療機関を受診する時に必要ですので大切に保管しましょう。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

「ご存知ですか？ジェネリック医薬品」

　ジェネリック医薬品（後発医薬品）は、新薬 ( 先発医薬品 ) と同等の効能効果をもつ医薬品であり、

開発費用や開発時間が少ないため価格が安く、利用することで医療費を節約することができます。

　かかりつけの医師、薬剤師にご相談ください。

ち
ょ
っ
と
増
や
せ
る
「
付
加
年
金
」
を
ご
存
じ
で
す
か

ち
ょ
っ
と
増
や
せ
る
「
付
加
年
金
」
を
ご
存
じ
で
す
か

問合　保健課 国保医療担当　☎（23）８０３７
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「
介
護
予
防
に
つ
い
て

　
　

ご
存
知
で
す
か
？
②
」

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
介

護
予
防
事
業
と
し
て
「
一
次
予
防
事

業
」
と
「
二
次
予
防
事
業
」
を
実
施

し
、
教
室
な
ど
へ
の
お
誘
い
を
し
て
い

ま
す
。

　

今
回
は
、「
一
次
予
防
事
業
」
に
つ

い
て
説
明
し
ま
す
。

　

65
歳
以
上
の
活
動
的
な
状
態
に
あ
る

方
を
対
象
に
生
活
機
能
の
維
持
・
向
上

に
向
け
た
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
、

体
操
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
計
算
ド
リ
ル

回
想
ゲ
ー
ム
、
調
理
実
習
、
口
の
体
操

な
ど
の
教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

教
室
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
教
室

　

（
３
ヶ
月
間
で
６
回
実
施
）

②
若
が
え
り
大
作
戦

　

（
２
ヶ
月
間
で
６
回
実
施
）

③
お
い
し
く
食
べ
る
教
室

　

（
３
ヶ
月
間
で
３
回
実
施
）

④
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　

（
１
地
区
で
年
５
回
実
施
）

　

ま
た
、
一
次
予
防
事
業
で
は
、
教
室

に
出
席
し
て
予
防
に
取
り
組
む
こ
と
以

外
に
、
地
域
の
方
々
が
自
ら
活
動
に
参

加
し
、
介
護
予
防
に
向
け
た
取
組
み
が

主
体
的
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
な
地
域
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

先
頭
に
立
っ
て
実
施
す
る
指
導
者
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
、
地
域
の
自
主

グ
ル
ー
プ
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
設

置
開
催
へ
の
き
っ
か
け
づ
く
り
な
ど
を

お
手
伝
い
し
ま
す
の
で
相
談
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

　

介
護
予
防
教
室
の
日
程
に
つ
い
て

は
、
４
月
の
広
報
と
一
緒
に
ブ
ル
ー
の

Ａ
３
用
紙
で
配
布
い
た
し
ま
し
た
。

　

ご
確
認
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

問
合　

介
護
課

　
　
　
　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(23)
８
０
３
４

食
品
衛
生
月
間
に
つ
い
て

食
品
衛
生
月
間
に
つ
い
て

　

食
中
毒
が
発
生
し
や
す
い
夏
期
の

　

食
中
毒
が
発
生
し
や
す
い
夏
期
の

８
月
を
「
食
品
衛
生
月
間
」
と
定

８
月
を
「
食
品
衛
生
月
間
」
と
定

め
、
啓
発
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

め
、
啓
発
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

今
年
７
月
か
ら
は
牛
レ
バ
ー
が
生
食

今
年
７
月
か
ら
は
牛
レ
バ
ー
が
生
食

用
と
し
て
提
供
禁
止
と
な
り
、
社
会

用
と
し
て
提
供
禁
止
と
な
り
、
社
会

問
題
と
な
っ
た
腸
管
出
血
性
大
腸
菌

問
題
と
な
っ
た
腸
管
出
血
性
大
腸
菌

（
Ｏ
１
１
１
な
ど
）
を
こ
こ
で
説
明

（
Ｏ
１
１
１
な
ど
）
を
こ
こ
で
説
明

し
ま
す
。

し
ま
す
。

　

腸
管
出
血
性
大
腸
菌
と
は
、
牛
な

　

腸
管
出
血
性
大
腸
菌
と
は
、
牛
な

ど
の
腸
内
に
い
る
病
原
性
を
持
っ
た

ど
の
腸
内
に
い
る
病
原
性
を
持
っ
た

大
腸
菌
で
、
人
が
感
染
す
る
と
激
し

大
腸
菌
で
、
人
が
感
染
す
る
と
激
し

い
腹
痛
や
下
痢
、
血
便
な
ど
の
症
状

い
腹
痛
や
下
痢
、
血
便
な
ど
の
症
状

を
呈
し
、
重
症
例
で
は
死
亡
す
る
こ

を
呈
し
、
重
症
例
で
は
死
亡
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

と
も
あ
り
ま
す
。

　

原
因
食
品
の
多
く
は
肉
類
で
す

　

原
因
食
品
の
多
く
は
肉
類
で
す

が
、
生
野
菜
な
ど
に
も
汚
染
の
恐
れ

が
、
生
野
菜
な
ど
に
も
汚
染
の
恐
れ

が
あ
り
ま
す
の
で
、
次
の
対
策
に
よ

が
あ
り
ま
す
の
で
、
次
の
対
策
に
よ

り
、
食
中
毒
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

り
、
食
中
毒
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

・
内
臓
も
含
め
て
肉
類
は
、
十
分
に

・
内
臓
も
含
め
て
肉
類
は
、
十
分
に

　

加
熱
し
、
生
で
食
べ
な
い
こ
と

　

加
熱
し
、
生
で
食
べ
な
い
こ
と

・
生
野
菜
は
、
十
分
に
洗
浄
消
毒
す

・
生
野
菜
は
、
十
分
に
洗
浄
消
毒
す

　

る
こ
と

　

る
こ
と

問
合
問
合　

衛
生
課

　

衛
生
課

　

☎
０
５
５
５

０
５
５
５
――
２
４
２
４
――
９
０
３
３

９
０
３
３

山
梨
県
自
殺
予
防

　
　
　
　
　

推
進
大
会
の
お
知
ら
せ

　

県
で
は
、
自
殺
予
防
推
進
大
会
を

開
催
し
ま
す
。

日
時　

平
成
24
年
９
月
10
日
（
月
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

会
場　

甲
府
市
総
合
市
民
会
館

　
　
　

（
甲
府
市
青
沼
３-

５-

44
）

内
容

　

講
演
「
こ
こ
ろ
の
サ
イ
ン
に
気
づ

く
、
つ
な
げ
る-

自
殺
予
防
の
基
礎

知
識-

」

　

講
師
：
高
橋
祥
友
氏

　

映
画
上
映
「
希
望
の
シ
グ
ナ
ル-

自
殺
防
止
最
前
線
か
ら
の
提
言-

」

申
込
方
法　

　

①
お
住
ま
い
の
市
町
村
名
②
氏
名

③
大
会
開
催
を
知
っ
た
媒
体
④
参
加

人
数
を
、
電
話
ま
た
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

８
月
29
日
（
水
）
ま
で
に
申
し
込
み

申
込
・
問
合　

　

県
庁
障
害
福
祉
課
心
の
健
康
担
当

☎
０
５
５
―
２
２
３
―
１
４
９
５

―
２
２
３
―
１
４
９
５

Ｆ
Ａ
Ｘ　

　

０
５
５
―
２
２
３
―
１
４
６
４

―
２
２
３
―
１
４
６
４

富
士
・
東
部
保
健
事
務
所

は
い
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
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毎月１日～７日は「家族で食事週間」毎月１日～７日は「家族で食事週間」食事を通して家族みんなで健康づくり

知って得する！保健師＠mame-chishiki
保健課　健康増進担当　☎（23）８０３８

　　～夏の旬な野菜～みょうが（香味野菜）みょうが（香味野菜）

　５月から市の健診がスタートし、既に受診され結果がお手元に届いた方もいれば、これから受

診する予定の方もいらっしゃるかと思います。ところで、健診結果はどのように活用されていま

すか？

　特定健診は、生活習慣病の発症に大きく影響するメタボリックシンドロームを判定する内容に

なっています。このメタボは、放っておくと動脈硬化を進行させ、心臓病や脳卒中を引き起こす

原因になることが分かっています。しかし、やっかいなことにメタボも動脈硬化も自覚症状がな

いまま進行してしまいます。ですから、健診結果で「要医療」、「要精密検査」となっている方に

早めに受診していただきたいのはもちろんですが、そのような判定がなくても「メタボ」、また

は「予備群」と判定のある方は、自覚症状がないからと放っておくのではなく、生活習慣を見直

し、１つでも良いので改善できそうなことに取り組んでみてください。そして、１年間継続して

取り組んだ効果を来年の健診結果でぜひ確認してください。せっかく、貴重な時間を使って受診

された健診結果ですので、それを使ってご自分の健康づくりに役立てられるといいですね。

　市では、国民健康保険にご加入されている方で特定健診を受診した結果、メタボによる生活習

慣病発症のリスクが高い方を対象に、特定保健指導を実施しています。対象となられた方には声

をかけさせていただいていますが、自覚症状がないからまた今度ではなく、自覚症状がない今だ

からこそ参加して生活習慣病を予防しましょう。

　暑い日が続き、「夏バテで体がだるく食欲もない」という方もいらっしゃ

るのではないでしょうか。夏バテ対策の 1つとしては、食事をきちんと摂

ることが大切ですが、暑さで食欲が出ない時は、みょうがなどの香味野菜

を料理に取り入れてみましょう。

○みょうが

歯ざわりがシャキシャキしていて、さわやかな香りが食欲をそそります。

主な栄養成分と働き

・香り成分（アルファピネン）・・・体を温め、発汗を促し体温を下げる。食欲増進。

ー調理のポイントー

・あくが強いので、切ったら一度さっと水にさらしましょう。さらしすぎると、香りが失われます。

・薬味の他にサラダや和え物、天ぷらなど色々な料理に使えます。

・保存方法は、乾くと香りが失われるので、冷蔵庫で保存する時は、霧吹きなどで水分を与えると

良いです。

・選び方は、色は白からピンクで緑がかってないもの。先のほうが、しっかり閉じ、実が良くしまっ

ているものを選びましょう。

こんにちは保健師です

健診結果を有効に活用していますか？健診結果を有効に活用していますか？
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★今月のお薦め図書

・「テンパらない」技術（西
にしだ

多昌
まさ き

規）

　心に余裕のない人＝テンパっている人が急増し

ている。テンパらないための生活習慣＆人間関係

術から応急処置まで脳科学や心理学などの知識に

基づいてアドバイスする。

★新着図書≪一般図書≫

・終
しゅうかつ

活ファッションショー（安
やすだ

田依
い お

央）

・元気がでる就
しゅうがく

学援助の本（かもがわ出
しゅっぱん

版）

・「働くパパ」の時間術（栗
くりた

田正
まさゆき

行）

★おすすめの児童図書

・オリンピックヒーローたちの物語（大
おおの

野益
ますひろ

弘）　  

　半分ずつ繋
つな

ぎあわされたメダルに秘められた友

情、熱投がよんだ最初で最後の金メダル･･･。五輪

の勝利の裏に隠されたアスリートの努力に迫る。

　★新着図書≪児童図書≫

　・12 月の夏休み（川
かわばた

端裕
ひろ と

人）　

　・もりへぞろぞろ（近
こんどう

藤薫
く み こ

美子）

　・アオは戦
せんじょう

場に行った（横
よこた

田ひろ子
こ

）

　★展示のご案内　　　　

　・『真夏の夜のミステリー』（～８月30日：１階展示架）

　・『おまかせ！夏休み』（～８月30日：２階展示ホール）

　★おはなし会・よみきかせ

　・「ちいさなおへや」

　　絵本とおはなしの会『ぐりとぐら』　

　　対象は幼児　内容　絵本の読み聞かせ、手あそび

　　22日（水）午前 11 時～　２階おはなしコーナー

　・「たのしいひととき」

　　朗読ボランティア『如月の会』　対象は幼児

　　内容　本、紙芝居の読み聞かせ

　　10日（金）午前 11 時～　２階おはなしコーナー

８月の休館日

図書館利用案内・開館時間（※図書館の運営には、電源立地地域対策交付金が活用されています。）

○○「火・水・木・金」･･･　午前９時～午後７時

○○「土・日・祝日」･････　午前９時～午後５時　　　　問合　市立図書館　☎ (22) ４８１５

ボランティア活動の紹介ボランティア活動の紹介

『『書書
しょかし ょ か

架架整整
せいりせ い り

理理ボランティア』ボランティア』

　毎月１回、　毎月１回、書書
しょかし ょ か

架架にある図書を利用者にわかりやすにある図書を利用者にわかりやす

く探しやすいようにく探しやすいように分分
ぶんるいぶんるい

類類しし整整
せいりせいとんせいりせいとん

理整頓理整頓をしています。をしています。

　

子
ど
も
の
成
長
過
程
に
反
抗
期
が
出
現
し
ま
す
。
主
に
幼
児
期

（
第
一
次
反
抗
期
）
と
中
学
生
頃
（
第
二
次
反
抗
期
）
で
す
が
、

個
人
に
よ
っ
て
時
期
の
長
短
や
反
抗
の
強
弱
に
は
差
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
こ
れ
以
外
の
時
期
に
も
反
抗
的
に
な
る
子
も
い
ま
す
。

　

こ
の
反
抗
的
な
態
度
や
行
動
は
、
親
に
と
っ
て
実
に
厄
介
な
こ

と
で
す
。
で
も
こ
の
「
反
抗
期
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
大
人
側
の

言
い
方
で
す
。
子
ど
も
の
成
長
に
と
っ
て
は
、
と
て
も
重
要
な
こ
と

で
、前
号
で
お
知
ら
せ
し
た
「
自
我
の
確
立
」
に
繋
が
る
も
の
で
す
。

　

第
一
次
反
抗
期
は
、
成
長
に
伴
い
何
事
も
自
分
で
や
り
た
い
と

い
う
欲
求
の
表
れ
で
す
。
衝
動
的
に
反
発
し
た
り
、
指
示
や
命
令

を
無
視
し
た
り
す
る
経
験
を
通
し
て
、
自
分
の
思
い
通
り
に
な
ら

な
い
こ
と
も
あ
る
こ
と
を
知
り
、
周
囲
の
人
々
の
思
い
や
考
え
を

理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
自
己
抑
制
力
も
芽
生
え
ま
す
。

　

思
春
期
に
な
る
と
、
様
々
な
経
験
を
経
て
情
報
も
多
く
手
に
入

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
自
立
と
甘
え
を
繰
り
返
し
な

が
ら
、
様
々
な
こ
と
に
疑
問
を
感
じ
、
周
囲
が
情
け
な
く
見
え
た

り
、
煙
た
く
迷
惑
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
習

慣
や
権
威
に
対
し
て
意
識
的
に
自
分
の
考
え
を
強
硬
に
主
張
し
反

抗
し
ま
す
。
そ
の
過
程
で
自
分
と
は
何
か
、
自
分
に
は
何
が
で
き

る
か
な
ど
を
求
め
始
め
、
そ
れ
が
第
二
次
反
抗
期
と
な
り
ま
す
。

図書館へ
　　行こう！

【教育相談室のご案内】

◆相談内容

　「就学」や「学校生

活の悩み」など

◆相談方法　面接相談

◆相談日・時間

　毎週月・火・木曜日

　午前９時 30分

　　　　　～午後３時

◆申し込み先

　大月市教育相談室　

　（市役所内）

　　☎ (23)８０５８
※相談は無料で、秘密

は厳守します（要予約）

お気軽にご相談くださ

い
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心
配

心
配

心
配

Ｈ

Ｂ

Ａ

Ｋ

Ｊ

行

日 sun 月 mon 火 tue 水 wed 木 thu 金 fri 土 sat

１
●メール
マガジン配信日

２ ３ ４
●第 29 回かが
り火市民祭り
●将棋道場　　
　　　　P20

５
●第 11 回平和
を願う朗読会   
P24

６

   

７ ８
●市制施行 58
周年記念式典
　　　　　P20

９
●第 18 回大月
空襲戦争と平和
展 ～ 8/10
　　　　　P22

10
●景観計画住民
説明会　P14
●深城ダム夏休
みイベント P20

11
●景観計画住民
説明会　P14

12
●桂川ウェルネ
スパークイベン
ト（スイカ割り
大会）　P23

13

   

14 15 16 17
●桂川ウェルネ
スパーク宿泊イ
ベント　～ 8/18
P23

18
●将棋道場　　
　　　　P20
●大ツキ夕やけ
市　P24

19 20 21
●親子遊び　　
　　　　P20　

22 23 24
●親子遊び　　
　　　　P20
●ウェルネス
夏まつり　P23

25

26 27 28
●県下一斉無料
法律相談会　　
　　　　　P24

29 30 31 １
●サッカー教室

P20

９月

法

登

人

成

消消

心
配

心
配

心
配

心
配

Ｃ

Ｆ

消心
配 消

人

ＥＤ

満月

　●今月の納税期限　★個人市県民税／★国民健康保険税／★介護保険料／★後期高齢者医療保険料　２期納期　

消

消

おおつき情報カレンダー
８  2012 葉月

９
火日 木月 水 金 土

２
１

４ ５ ６ ７ ８３
９ 11 12 13 14 1510
16 18 19 20 21 2217
23 25 26 27 282924
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仏滅

仏滅

仏滅

仏滅

大安 大安

大安

赤口

赤口

赤口

SEP

下弦

新月

上弦

※略称

役…市役所　福…福祉センター　保…保健センター　市…市民会館

各種相談情報
子育て支援情報

上記表のマークについて

今月のイベント情報などのお知らせです。

詳細は、お問い合わせくださいね！

先勝 友引大安 赤口

法

消

消

… 法律相談（要予約）午前９時～正午 役 市民課 (23)8023

… 人権相談 午後１時～３時 市 市民課 (23)8023

… 行政相談 午後１時～３時 役 市民課 (23)8023

… 登記相談（要予約）午後１時～２時 30 分 役 市民課 (23)8023

… 消費生活相談 午前９時～午後４時 役 市民課 (23)8023

… 心配ごと相談 午前９時～ 福 社会福祉協議会 (23)2001

… 成年後見制度無料相談 午後１時 30 分～ 役 介護課 (23)8034

… 結婚相談 午後１時～５時 市 結婚相談所 (22)4811

法

結

成

消

登

行

人

心
配

結

先負

先負

Ａ　４か月児（H24.3）健診 　　　　　  午後 1時 15 分受付

Ｂ　９か月児（H23.10）健診　　　　　　午後 1時 15 分受付

Ｃ　１歳６か月児（H23.1）健診　　　　 午後 1時 15 分受付

Ｄ　２歳児（H22.7）歯科健診　　　　   午後 1時 15 分受付

Ｅ　２歳６か月児（H22.1）フッ素塗布　 午後 2時 30 分受付

Ｆ　３歳児（H21.6）健診　　　　　　　 午後 1時 15 分受付

Ｇ　ママパパ学級　　　　　　　　　　  午後 1時 20 分～

Ｈ　育児教室　　　　　　　　　　　　  午後 1時 20 分受付

Ｉ　もぐもぐ（離乳食）教室　　　　　  午前 9時 20 分までに受付

Ｊ　ﾋﾞｯｸﾞﾑｰﾝﾍﾞｲﾋﾞｰ（乳児）　　　　　　 午前 10 時～

Ｋ　ﾋﾞｯｸﾞﾑｰﾝﾍﾞｲﾋﾞｰ（幼児）　　　　　　 午前 10 時～

※場所　保健センター　※問合　保健課健康増進担当（23）8038

心
配

先勝 友引
心
配消

30

消

満月

仏滅 大安

先勝 友引

結

結

結
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　「大月市交通安全母の会」による交通安全街　「大月市交通安全母の会」による交通安全街

頭キャンペーンが行われました。頭キャンペーンが行われました。

　母の会では、“交通安全は家庭から”を合言　母の会では、“交通安全は家庭から”を合言

葉に、家庭はもとより、地域ぐるみの交通安全葉に、家庭はもとより、地域ぐるみの交通安全

活動を展開しており、また、高齢者世帯を訪問活動を展開しており、また、高齢者世帯を訪問

し、会員手作りの交通安全祈願の飾り物などをし、会員手作りの交通安全祈願の飾り物などを

配布し交通安全を呼びかけています。配布し交通安全を呼びかけています。

　

三
遊
亭
小
遊
三
杯
第
１
回
オ
ー
プ
ン
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
大
会

　
　

７
／
16　

市
民
総
合
体
育
館

「大月市交通安全母の会」　交通安全活動　

　７／ 23　大月インター前

　地元に開校した学校を地域で守り育もうと　地元に開校した学校を地域で守り育もうと

「梁川ボランティア協議会」による自然学園高「梁川ボランティア協議会」による自然学園高

等学校の清掃活動が行われました。等学校の清掃活動が行われました。

　当日は、蒸し暑い気候の中、21 名の参加者　当日は、蒸し暑い気候の中、21 名の参加者

が手慣れた様子で枝の剪定や草刈りなどの作業が手慣れた様子で枝の剪定や草刈りなどの作業

をあっという間に進め、きれいな環境に生まれをあっという間に進め、きれいな環境に生まれ

変わりました。変わりました。

自然学園　清掃ボランティア活動

　６／ 30　旧梁川小学校

　

市
制
施
行
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行
事
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市
制
施
行
記
念
行
事
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一

環
と
し
て
卓
球
好
き
の
小
遊

環
と
し
て
卓
球
好
き
の
小
遊

三
師
匠
に
ち
な
み
、
初
め
て

三
師
匠
に
ち
な
み
、
初
め
て

の
大
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

の
大
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
外
よ
り
１
７
４
名
が

　

市
内
外
よ
り
１
７
４
名
が

参
加
さ
れ
、
男
女
シ
ン
グ
ル

参
加
さ
れ
、
男
女
シ
ン
グ
ル

ス
・
混
合
ダ
ブ
ル
ス
の
種
目

ス
・
混
合
ダ
ブ
ル
ス
の
種
目

で
、
ボ
ー
ル
一
点
に
集
中
し

で
、
ボ
ー
ル
一
点
に
集
中
し

て
の
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

て
の
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

参
加
者
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声
・
・「
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て

　

参
加
者
の
声
・
・「
初
め
て

大
月
に
来
た
が
楽
し
め
た
」、

大
月
に
来
た
が
楽
し
め
た
」、

「
ま
た
参
加
し
た
い
」
な
ど

「
ま
た
参
加
し
た
い
」
な
ど

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

まちまちの話題の話題
HOT SPOTHOT SPOT

始球式始球式
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　樹齢千年を越える「矢立のスギ」が今後ます　樹齢千年を越える「矢立のスギ」が今後ます

ます大勢の方から親しまれ、また杉良太郎氏がます大勢の方から親しまれ、また杉良太郎氏が

建立した「身代わり両面地蔵菩薩」も健全に日々建立した「身代わり両面地蔵菩薩」も健全に日々

を重ねていただくために感謝を込めた式典が催を重ねていただくために感謝を込めた式典が催

されました。普段は、静かにたたずむ「矢立のされました。普段は、静かにたたずむ「矢立の

スギ」もこの日は、地元関係者や観光客など多スギ」もこの日は、地元関係者や観光客など多

くの参加者で賑やかな雰囲気となりました。くの参加者で賑やかな雰囲気となりました。

矢立のスギ・身代わり両面地蔵菩薩 年事大祭

　　７/ ２　笹子町黒野田

　グローバル社会である今日、異文化や国際交　グローバル社会である今日、異文化や国際交

流の重要性を学ぶ機会として、富浜中学校や猿流の重要性を学ぶ機会として、富浜中学校や猿

橋幼稚園などに同世代の外国の方々が訪れ、積橋幼稚園などに同世代の外国の方々が訪れ、積

極的な交流が行われました。極的な交流が行われました。

　音楽や書道などを通じて、お互いの文化を紹　音楽や書道などを通じて、お互いの文化を紹

介するなど国際意識を持って行動することの大介するなど国際意識を持って行動することの大

切さを学ぶ、貴重な時間となりました。切さを学ぶ、貴重な時間となりました。
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国際交流（中国・ネパール訪問団）

　　７/17　市内各地　　
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声
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え
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た
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を
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に
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イ
ワ
イ
と
笑
顔
で
完
食

に
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、
賑
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し
、
賑
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。

と
な
り
ま
し
た
。

★身近な話題をお伝えするコーナーです。あなたの地域の情報をお待ちしています。



ＤＡＴＡ　（Ｈ24.7.1 現在）住民基本台帳による

世帯数 10,695　人口 27,841　〈男〉13,627　〈女〉14,214

この広報は、環境保護に配慮した再生紙、大豆油インキを使用しています。
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月生まれの８
元気な子

　

平
成
21
・
22
・
23
年
の
９
月

生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
を
募
集
し

ま
す
。
掲
載
希
望
の
方
は
、
８

月
17
日
（
金
）
ま
で
に
、
お
子

さ
ん
の
写
真
（
頭
部
の
周
辺
に

余
白
の
あ
る
も
の
）
と
お
子
さ

ん
の
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、
生
年
月
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、
保
護

者
の
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続
柄
、
住
所
、
電

話
番
号
、
20
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字
程
度
の
メ
ッ

セ
ー
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を
添
え
て
、
ド
シ
ド
シ

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
メ
ー
ル
送
付
を
希
望

さ
れ
る
方
も
同
様
の
内
容
を
記

載

し

て
、『k

o
u
h
o
u
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.otsuk
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.jp
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に
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送
信
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だ
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。
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、
返
信

メ
ー
ル
を
送
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せ
て
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だ

い
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お
り
ま
す
。
な
お
、
送
信

す
る
際
は
、
タ
イ
ト
ル
「
広
報

お
お
つ
き
９
月
号
元
気
な
子
」

と
必
ず
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

　

メ
ー
ル
送
信
後
、
１
日
以
上

経
過
し
て
も
返
信
が
来
な
い
場

合
に
は
、
メ
ー
ル
が
届
い
て
い

な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
お

手
数
で
も
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

（
た
だ
し
、
土
・
日
・
祝
日
を
除

き
ま
す
。）

※
お
写
真
は
、
返
却
し
ま
せ
ん

の
で
、
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

　さあいよいよ夏本番で
すね。夏の風物詩と言え
ば花火。近所の子どもた
ちと花火をしながら、今
も昔も変わらない火薬の
匂いが、ふと、幼少期の
記憶を思い出させてくれ
ました。昆虫採集や川遊
び、肝試し、田んぼの蛙
の声など、懐かしさと早
い時間の流れを感じまし
た。皆さんは、匂い（香
り）から感じる夏のイメー
ジはありますか。（Ｓ）

ほっとタイム

川
かわさき

﨑愛
まな み

美ちゃん（１才）
賑岡町強瀬

「お兄ちゃんと一緒に
遊ぶの大好き！おてん
ば娘です♡」

高
たかやま

山流
る い

一ちゃん（２才）
富浜町宮谷

「ショベルカー・ダン
プだぃしゅきぃ～♡い
つもニコニコ、おめめ
パッチリ、やんちゃ坊
主のＲＵＩ君☆」

小
こいずみ

泉海
ま は ろ

羽心ちゃん（１才）
猿橋町桂台

「何でも口に入れちゃ
う我が家の３男坊デス
♡」

田
たむら

村榛
はる と

人ちゃん（１才）
富浜町鳥沢

「にぃに、ねぇね大
好き♡笑顔をふりま
く、甘え上手なボクで
す！」

小
こばやし

林大
ひろあき

明ちゃん（１才）
初狩町中初狩

「お兄ちゃん大～好き
♡いつも元気いっぱい
のヒロです！！」

小
こばやし

林玲
り あ な

愛菜ちゃん（１才）
大月町花咲

「毎日、みんなに笑顔
をふりまいて元気いっ
ぱい！！」

杉
すぎもと

本空
あ こ

子ちゃん（２才）
梁川町綱の上

「食べてる時が一番幸
せだぜぇ」

加
かとう

藤ひなたちゃん（１才）
富浜町宮谷

「ますますパパ似♪
 ますますパパっこ♪
 ひなたです！」

幡
はたの

野結
ゆ あ

愛ちゃん（３才）
猿橋町桂台

「もりもり食べていっ
ぱい遊んでます (^-^)」

森
もり や

屋友
とも き

葵ちゃん（２才）
猿橋町猿橋

「アンパンマン大好き
♡“来て～見て～”が
口グセです。元気いっ
ぱい友くんです！」 

尾
おわし

鷲真
ま さ き

紗輝ちゃん（３才）
富浜町宮谷

「お姉ちゃん、お兄ちゃ
ん大好き♡いっつも後
をくっついてマネっこ
してます」

若
わかお

尾彩
さあ や

絢ちゃん（３才）
猿橋町藤崎

「やんちゃ Girl 彩絢で
す☆ねえねの真似が大
好きです♡」

石
いしい

井朱
しゅ り

凛ちゃん（１才）
七保町下和田

「おてんば娘の朱凛で
す！！今日もイタズラ
頑張ります♡」

小
おまた

俣真
ま お

音ちゃん（１才）
笹子町白野

「モロコシ大好き！ニ
コニコ真音、たからも
のだよー。」

池
いけがわ

川はつりちゃん（１才）
大月１丁目

「かがり火祭りで祝一
歳☆ 水遊び大好き♪
お風呂大好き♪お祭り
だ～い好きの祭り娘　
はつりだよ」

奥
おくわき

脇羅
ら ら

良ちゃん（１才）
賑岡町強瀬

「３姉妹の末っ子★　
キララねぇねとユラ
ねぇねと一緒に遊ぶの
大好きッ　」

奈
な ら

良美
み わ

和ちゃん（２才）
七保町下和田
「７月６日・妹のみく
が生まれ、お姉ちゃん
になりました。プーさ
ん☆大好き！」


